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序

先年,町の水道事業工事中,大田集落内で石棺が発見されました。古墳として予想もしていなか

った場所でありますが,発掘調査を行いこのたびその報告書がまとまり,こ こに出版のはこびとな

ったことは誠に喜びに耐えません。

本町では,既に数 多くの発掘や町内に現存する古文書並びに文化財等を整理 して町史の編さん事

業に着手 し,昭和63年 には通史編に続いて資料編 2巻も完成出版 したところであ ります。

今後,更に新たに発見されるであろう資料や埋蔵文化財等については,随時調査 を行いつつ町史

の補完を続けなければなりません。

このたびの太田出土の石棺調査は,そ の一つ として大きな意義を有するものであ ります。筑波大

学教授 岩崎卓也氏はじめ調査にたづさわられた方々に心から感謝を申し上げます。

平成元年 3月

八千代町長  宮 本 邦 朋
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発行 にあた り

太田古墳の発掘調査は,昭和62年 3月 3日 から3月 23日 にかけて実施されました。調査のきっか

けとなったのは,昭和61年■月14日 ,八千代町広域水道事業の配管工事中,請負業者の有限会社広

瀬設備が発見 したのにはじまります。町教育委員会に報告 を頂いたこと,文化財についての深い

ご理解に対 して謝意を表 します。

当古墳は報告書にもあるように,洪積台地の東端の音状地に位置しています。当地域は古 くから

農業生産も盛んであり, 自然に恵まれた環境のなかで,当時としては高い水準の生活であったこと

を偲ばせています。本古墳からは沢山の遺物が発見されましたが,銅鏡の発見は当町の調査では,

はじめてのものと思われます。この貴重な遺物はかけがえのない文化財 として,民俗資料館に保管

展示して行 く所存です。

ここに調査研究・報告書の発刊をみることができたのも宮本町長さん,議会の皆さんの文化財に

対する深いご理解によるものと感謝申し上げます。発掘調査・報告書作成にあたられた筑波大学教

授 岩崎卓也氏,な らびに筑波大学生諸君のお骨折 りに深甚な敬意を表します。

平成元年 3月

八千代町教育委員会教育長 鈴 木 義 次
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例     言

1.本報告書は、茨城県結城郡八千代町大字太田字関場58番地に所在する太日古墳の発掘調査結果

を収録したものである。

2。 この調査ならびに報告書の作成は、八千代町教育委員会の委託を受けた岩崎卓也の指導のもと、

筑波大学考古学コースの学生の手で行なった。

3.報告書の記述は、その一部を各執筆者の文意をまげない範囲内で岩崎が加筆、統一をはかった

が、その文責を明示すべ くそれぞれの文末に執筆者名を記入した。

4.本書に収録した写真は主として滝沢 誠・谷中 隆が撮影し、実測図類の整理 とレトースには

調査参力Π者のほか、考古学研究会の白根義久 。仲山路子 。那須利治が協力した。

5.出土遺物のうち鉄製品の保存処理に関しては、茨城県立歴史館阿久津久氏に依頼し、人骨につ

いては聖マ リアンナ医科大学森本岩太郎氏に鑑定を依頼し、玉稿をいただいた。またX線写真の

撮影は、筑波大学保健管理センター沢田作平氏に依頼した。

6.調査にあたっては、太田地区住民の方々、とくに大久保正男氏ならびに地権者である広瀬 静

氏に御厚情を賜った。

7.調査ならびに報告書の作成においては、下記の方々に御助言、御協力をいただいた。

白石典之・滝沢 誠 。西野 元・山田昌久(50音順 )

調査団の構成

代 表 岩崎卓也 (筑波大学教授 )

赤堀 徹・國井弘紀 。東 憲章・松内賢二郎・谷中 隆 (筑波大学生 )

事務局

鈴木 義次 (八千代町教育委員会教育長 )

田辺 賢治 (八千代町教育委員会 社会教育課長 )

水垣  進 (八千代町教育委員会 社会教育課主任 )

相田 敏美 (八千代町教育委員会 社会教育課主事 )

小川美代子 (八千代町教育委員会 社会教育課主事 )

鮎川 定之 (八千代町教育委員会 派遣社会教育主事 )

染野健十郎 (八千代町教育委員会 社会教育指導員 )

― Ⅳ ―



次目

序

発行にあたり

はじめに

八千代町長

八千代町教育委員会教育長

朋

次

邦
　
　
義

本
　
　
木

宮
　
　
鈴

第 I章 遺跡の環境

1。 自然環境 Ⅲ………………………………!・・………………………………………………………… 1

2.歴史的環境 …………………………………………………………………………………………・ 1

第H章 太田古墳の調査

1.調査の経過 …………………………………………………………………………………………・ 6

2.調査の成果 ……………!・・…………………………………………………………………………・ 10

(1)遺 構 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中●●●●●・・・・・・・・・!・・・・・・・・・・・・・・・・・・・― ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

a.墳丘 b.埋葬施設

(2)遺物の出土状態 …………………………………………………………………………………・ 15

(3)出土遺物 …………………………………………………………………………………………・ 17

a.銅鏡 b.金環 c.玉類 d.直刀

e.鉄鉄 f。 刀子 g。 埴輪

第Ⅲ章 考 察

1.鏡について ・………………………………………………………………………………………… 37

2.追葬について ・……………………………………………………………………………………… 39

3.太田古墳の年代について ・………………………………………………………………………… 41

…
¨

・ …・ ・・ … … ・
中 ●

… …
●

… … …
Ⅲ

… ・ … … … ・
中 ●

… … …
●

…・ … ・
中 0中 ●

…
●

…
●¨

・ …・
¨

・
中 ●中 ●中 ●

…
●¨ 0中 0中 ●

…
● 中 ●中

… …
●

…
●
 43

太田古墳出土人骨について 森本岩太郎 …………………………………………………… 46

-● ●
… … … …

Ⅲ
…

Ⅲ
… ・

中
… …

Ⅲ
…

●
… … ・

中 ●中 中 中 中 ●
…

●¨ ●い ¨ 中 ●¨ ●¨ ●
・

。中 ¨ ●中 ●中 ― ¨ 0中 -0中 中 中 ●
… … …

●
…

¨
・

“
・

中 ●
…  50

論
　
　
整扁

後
　
　
付

文  献

― V―



挿 図 目 次

第 1図 太田古墳付近の地形 と遺跡分布 …………………………………・…………Ⅲ………………… 4

第 2図 太田古墳付近地形函 。…………………………………………………………………………… 11

第 3図 土層断面図 ………………………………………………………………………………………・ 12

第 4図 主体部実測図 I…………………………………………………………………………………。13

第 5図  主体部実測図H・………………………………………………………………………………… 14

第 6図 遺物出土状態 ・…………………………………………………………………………………… 16

第 7図 銅鏡拓影および断面図…………………………………………………………………………・ 18

第 8図 金環実測図 ・……………………………………………………………………………………… 18

第 9図 玉類実測図 I。 …………………………………………………………………………………… 19

第10図 玉類実測図H(土製丸玉、ガラス製丸玉、ガラス製小玉)… ………………∴……………。20

第11図 玉類実測図Ⅲ(ガ ラス製小玉)… ………………………………………………………………・21

第12図 玉類実測図Ⅳ(ガ ラス製小玉)… ………………………………………………………………・22

第13図  直刀実測図 I・ …………………………………………………………………………………… 26

第14図  直刀実測図Ⅱ ・…………………………………………………………………………………… 27

第15図  鉄鏃実測図 I・ …………………………………………………………………………………… 28

第16図  鉄鏃実測図H・…………………………………………………………………………………… 29

第17図,鉄鏃実測図Ⅲ ・…………………………………………………………………………………… 30

第18図 鉄◆緋実測図Ⅳ ・…………………………………………………………………………………… 31

第19図  刀子実測図 ………………………………………………………………………………………・35

第20図  トレンチ内出土埴輪拓影 ………………………………………………………………………。35

第21図 太田古墳出土鏡に文様の類似する鈴鏡 と、小孔を有する鏡 ………………………………Ⅲ38

付篇 1

写真 1 各人骨の歯 ………………………………………………………………………………………・47

写真 2(a)。 (c)両 男性の上顎前歯唇側面 …………………………………………………………。49

表  目 次

第 1表 勾玉計測表 ………………………………………………………………………………………・23

第 2表 管玉計測表 ………………………………………………………………・……Ⅲ………………… 23

第 3表 土製丸玉計測表 …………………………………………………………Ⅲ…………………・…… 23

第 4表 ガラス製丸玉計測表 ………………………………Ⅲ……・……………………………………… 23

第 5表 ガラス製小玉計測表 ……………………………………………………………………………。23

第 6表 鉄鏃計測表 ………………………………………………………………………………………・32

一 Ⅵ 一



図 版 目 次

図版 1 古墳周辺航空写真            図版 8 1.土 墳内埋上の断面

図版 2 1,遺 跡の遠景                  2.棺 身の状況 (北東から)

2.遺跡の近景             図版 9 1.構 身の状況 (南から)

図版 3 1.石 棺の全景                  2.棺 身の状況 (南東から)

2.石棺内への上砂流入状況       図版10 1.銅鏡

図版 4 遺物出土状況                   2.銅 銭 (文 線写真 )

図版 5 1.石 棺北東部の遺物          図版11 1.金環

2.石棺北東部の遺物 (拡大)          2.勾 玉

3.玉類の出土状況           掴版12 玉類

4.1号人骨 (下顎骨)         図版13 直刀と鐸

図版 6 1.5号 人骨の集積状況         図版14 1.直刀及び刀子

2.5号人骨下の鉄鏃 (b群)          2.直 刀及び刀子 (X線写真 )

3.南東長側壁際の遺物         図版15 1.鉄鏃 (1・ 2a群,3～ 10b群 )

4.鉄鏃出土状況 (c群 )            2.鉄 鏃 (X線写真 )

図版 7 1.南 東長側壁の接合部 (粘土除去前)  図版16 1.鉄鏃 (c群 )

2.南東長側壁の接合部 (粘土除去後)      2.鉄 鏃 (X線写真 )

3.石棺北隅の接合部 (粘土除去前)   図版17 1.円筒埴輪片

4.石棺北I品 の接合部 (粘土除去後 )

― Ⅶ ―



にめじは

八千代町は鬼怒川と飯沼川との間に広がる緑豊かな大地で,第 4紀層から形成され上古から村落

が点在していたところです。町のほぼ中央には鬼怒川に注 ぐ山川が南流し,こ れを境 として東側は

おもに沖積地となっており,広大な水日が開けている。また西側は洪積層の火山灰土が堆積した常

総台地に属し,町の主要な産物である自菜やメロンなどの畑地が台地の大部分を占めており,その

周囲には平地林や冬の強い西風を防 ぐための屋敷林を持つ農家が散在しているなど,純農村的な景

観が見られる。しかし最近は交通の便も良くなり,い ろいろな面で大都市との交流が増してきてお

り、首都圏からの企業の進出などもあり,近郊農村的な性格が強められつつある地域でもあります。

さて今回発掘調査が行われた大田古墳の周辺は,台地の上であるためその大半が野菜類を栽培す

る畑地や宅地となっており,そ の周囲の低地は水田として利用されています。当古墳は畑地として

使用されていたところから発見されたもので遺跡台帳にも記録されていなかったが,土地所有者で

ある広瀬静氏によれば,20年程前までは若千の盛 り上がりがあったらしい。その後農作業の不便か

ら削平したが,耕作に際し地中に板石 らしきもののあることは確認していたという。

発見は昭和61年 11月 ,町営水道敷設工事に伴う掘削中のことで,工事請負業者の有限会社広瀬設

備から教育委員会に連絡された。さっそく係員が現地に向かい今後の対応策について協議するとと

もに,その地名から太田古墳 と名付けた。

発掘調査は,筑波大学研究生の谷中隆氏の紹介によって,筑波大学歴史人類学系教授岩崎卓也氏

を調査主任 とする発掘調査団が組織され,本格的な調査は昭和62年 3月 に実施された。調査により

その墳丘は確認できなかったものの,古墳の主体部である石棺内から5体分の人骨と豊富な副葬品

が検出され それらの検討から本古墳が古墳時代後期に築造されたものであることが判明しました。

現在町内には県指定文化財 1件,町指定文化財16件があり,古墳は 5基指定されています。また

町の南部にあたるところには,現在は数基残されているだけとなっているものの,往古には10数基

からなる古墳群であつた仁江戸古墳群や城山古墳群が存在しているなど,町内には数多くの文化財

があります。太田古墳から出土した遺物については,町の貴重な文化財 として保管展示していく予

定ですが,これら既知のあるいは今後発見されるであろう文化財に対しても何らかの形で後世に残

すよう整備・保全を進めていかなければならないでしょう。

ここに太田古墳の報告書が刊行 されるにあたり,筑波大学教授岩崎卓也氏はじめ関係各位に対し,

心から敬意と感謝を申し上げるとともに,こ の報告が当地域の歴史を語るうえで少しでも役に立つ

ことができればと願うものであります。

― Ⅷ 一
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第 I章 遺跡の環境

自然環境

太田古墳がある茨城県結城郡八千代町は関東平野のほぼ中央,茨城県南西部に位置する人口約24

,700人の町である。町の東には,栃木県北西部の日光連峰に源を発する鬼怒川が南流してお り,周

辺に肥沃な沖積地を形成 している。南西にも飯沼川沖積地があり,こ の二つの沖積地の間は洪積台

地である結城台地 となっている。結城台地の標高は結城市付近で約40m,八千代町北西部の塩本地

区で29m,町域のほぼ中央で26.6n,南西部の平塚地区付近で21mと ,北から南に向かって高度を

減 じている。但 しこれは一定の傾斜で低 くなるのではなく,2～3mの緩斜面をもって段丘状に低 く

なるのである。また,こ の台地は鬼怒川や飯沼川などの河川によって樹枝状に開析され,6～ 8mの

断崖状を呈するところも特に南部においては顕著に見られるが,多 くの場合その縁辺部は緩やかな

斜面 となっている。

さて,本古墳は八千代町のほぼ中央部,西方から舌状に突出した台地の先端に位置し,行政区画

の上では大字太田字関場58番地 となっている。この台地は幅200m,比高3m程で,北縁部は急斜面 と

なっているものの,南縁および先端部は比較的なだらかで,古墳周辺は東に向かって緩やかに傾斜

した地形となっている6

(谷中 隆 )

2.歴 史的環境

八千代町域には,先土器時代から歴史時代に至る,数多くの遺跡が残されている。遺跡の多くは

分布調査などによって確認されたもので,発掘調査が行なわれた遺跡はごくわずかである。

先土器時代,あ るいは縄文・弥生時代の遺跡は,前述の鬼怒川や飯沼川ならびにその支流が開析

した樹枝状に入 り込む谷田に面 した台地の縁辺部,あ るいは鬼怒川によって形成された自然堤防上

に多く分布 している。

数少ない先土器時代の遺跡は,いずれも沖積地に面 した台地の縁辺に立地 している。縄文時代の

遺跡の分布を見ると鬼怒川沖積地に面 した台地縁辺部および自然堤防上 と;飯沼川開析谷縁辺部の

二地域に大別できる。しかし遺跡数などの点では,飯沼川周辺の方が卓越 しているといった状況が

見受けられる。この傾向は弥生時代の遺跡の分布でさらに明確になる。すなわちこの時代に形成さ

れた遺跡は鬼怒川沿いでは町域南東部の仁江戸地区を除いてほとんど見られず,飯沼川周辺に集中
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している。

古墳時代集落 もやは りそうした遺跡分布のあり方を受け継いでお り,飯沼川開析谷周辺に数多く

分布 している。おそらく鬼怒川の沖積地を利用する力量がまだ整っていなかったのだろう。

古墳の分布においても同様の傾向が見られる。 1基を除いていずれの古墳 も沖積地あるいは開析

谷に面した台地縁辺部に立地 してお り,38基が存在 したとされているが,現存するものは15基であ

る。以下主な古墳について概観 してみたい。

鬼怒川西岸域には11基が存在 している。そのうち 7基は町域南東部の仁江戸地区に仁江戸古墳群

として確認されているもので ,他の 4基はそれぞれ単独に存在 している。

浅間神社古墳は鬼怒川右岸の低地に立地 している円墳で,径約20m,高 さ約 5mを 測る。

西大山赤城山古墳は東側に沖積地を臨む台地縁辺部に立地 している。円墳で墳丘は半分ほどが削

平されているが,径20m,高さ 5m程度 と推定される。

菅谷天神塚古墳は,北側に沖積地を臨む台地上に立地する径約40m,高さ約 5mの円墳である。墳

頂部は削平されているものと思われ,径約18mの 平坦部 となっている。復原高約6mで、現在墳頂に

は天神社が祭 られている。

宿古墳は北東側に沖積地を臨む台地縁辺部に立地 している。墳丘は道路によって大部分が削平さ

れているが,円墳で径20m,高 さ2～ 3m程度の墳丘を有 していたものと思われる。周辺から円筒埴

輪の破片が出土している。

仁江戸古墳群は鬼怒川右岸台地上の,主に北縁部寄 りに立地 している。はじめ13基の古墳からな

っていたが,現存するものは円墳 6基,前方後円墳 1基の計 7基である。唯―の前方後円墳である

香取神社古墳は,北へ突出した舌状台地の先端 部に立地する古墳で,前方部を北に向けている6墳

丘は全長約72m,後円部径約45m,後円部高約6.25m,前方部高約 2m全 焼成前底部穿孔のこ形

埴輪が墳丘周辺から採集されてお り,古墳時代前期末葉頃の築造 と考えられる。

円墳は墳丘の大部分が削平されているものも見受けられるが,径20～ 30m程度の規模 を有する古

墳が主体を占めるようである。築造時期については不明であるものの,墳丘周辺などから採集され

た埴輪から,削平されてしまった古墳 もふ くめて,古墳時代後期に属するものが分いと思われる。

なお,仁江戸古墳群からは昭和32年に,古墳の主体部 と考えられる石棺が発見されている。石棺

は現表上下から発見され,棺内から3体の人骨 と直刀 。刀子・鉄鏃などの副葬品が出土 している。

やは り後期に属する古墳で,人骨を除 く遺物は現存している。

飯沼川沖積地に面 した台地上には現在 4基が存在 している。

蕗田塚山古墳は,飯沼川開析谷の東岸台地上に立地する前方後円墳で,墳丘の規模は全長約20m,

後円部径約10m,後円部高約 4m,前 方部幅約12mである。

秋葉神社古墳は,飯沼川開析谷西岸の台地先端部に立地する墳丘長約30mの前方後円墳である。

明治25年に主体部 と考えられる石棺が発見され,そ の際に記述された「古墳発掘再御届Jに よれば,

石棺のほか人骨 2体,大刀 2,槍 1,刀子 2が出土 したことが記録されている。出土 した遺物は現
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存しないが,人骨は古墳北側に埋め戻され,石棺の用材の一部が石碑 として立てられている。また

この古墳の周辺には他に数基の古墳が存在 したとされているが,現在は削平のためか確認すること

はできない。

城山古墳群は飯沼川開析谷東岸の台地上に立地する。以前は13基の円墳のみで構成される古墳群

であったらしいが,現存する古墳は 2基である。いずれも円墳で径約10m程度の規模 を有するもの

である。この古墳群は現在までに何度か発掘されてお り,石棺,人骨,直刀,あ るいは短甲 (?)

をつけた武人などの人物・馬・鳥 。大などの形象埴輪や円筒埴輪が出土したとされている。しかし

現存する遺物は少な く,人物埴輪の胴部 と円筒埴輪数点があるのみである。また当古墳群か ら出土

したとされる男子立像埴輪力丸 現在大和文華館に所蔵されている。

昭和51年 には古墳群中の栗山矢尻古墳の発掘調査がなされている。報告書によれば栗山矢尻古墳

は径約24mの 円墳で幅約 2m,深 さ約03mの 周違を有 し,現表土下に主体部である箱式石棺を構築

している。石棺には雲母片岩の板石 を使用 し,床石 6枚,長側壁各 3枚,短側壁各 1・枚,蓋石 6枚で

構成されており,石棺の周囲は白色粘土によって被覆 されていた。規模は内法で長さ19m,幅 0.5m,

高さ05mで,る棺内からは2体分の人骨が,石棺の‐端 にまとまった状態で出土 している。なお,

石棺は現在中央公民館南側に復元されている。

以上,八千代町内の主要な古墳についてみてきたが,発掘調査されたものは少な く,墳丘の規模

や築造時期など不明な点が多い。ただし数少ない発掘調査などから,主体部である石棺 を墳頂部で

はな く地表下深 く埋設している例がい くつか見られる。茨城県,あ るいは千葉県北部などにはこの

ような古墳が古墳時代後期においてよく見られるから,町内に分布するこのような古墳も例外では

ないと言えよう。また仁江戸古墳群中の香取神社古墳は焼成前底部穿孔のこ形埴輪が採集されてい

る点で注目すべき古墳であるが,他の古墳と同様古墳群中の他の古墳や鬼怒川水系に存在する主要

な古墳との関係の中で考えていくべきであろう。

さて,古墳時代,あ るいはそれ以前において,遺跡の分布などの点で飯沼川開析谷周辺が卓越し

た状況を示していることはすでに述べたが,こ の地域においてはその後も注目すべき遺跡がいくつ

か見られる。

尾崎前山製鉄遺跡は台地平坦部から南面する斜面にかけて存在し,台地の前面と側面は飯沼川の

開析谷によって挟まれている。発掘調査の結果,製鉄炉 3基,付属施設として木炭置場,粘土置場,

作業場及び住居 4軒 (う ち 1軒は鍛冶工房跡)が明らかにされており, 9世紀代の1の と推定され

ている。またこの遺跡の西側には築造時期は明らかではないものの,「牧」の構築物の一部 と思わ

れる土塁が長さ約 2 kmに わたって存在している。

大田古墳が立地している大田地区周辺では,歴史時代の遺跡として中世から近世にかけての城跡

が確認されている。

太田古墳が立地 している台地の,沖積地を挟んで北側に位置する台地上には15世紀から16世

紀末頃まで存在したと考えられる和歌 (島 )城跡があり,ま た大田古墳が立地している舌状台地上
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第 1図 太田古墳付近の地形 と遺跡分布 (1:50,000)

1.太田古墳 2.浅 間神社古墳 3.赤 城山古墳 4.天 神塚古墳 5,和 歌 (島 )城跡 6.

太田城跡 7.宿 古墳 8.塚 山古墳  9,仁 江戸古墳群 10 城山古墳群 11.尾崎前山遺跡

12 秋葉神社古墳
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には16世紀末頃から数十年間のみ存在したとされる太田城跡がある。和歌 (島 )城跡は1983年 に,

範囲確認のための調査がなされており、ある程度その概要を知ることができる。また、大田城跡も

1987年 に上塁ならびに城の一部が調査されている。太田城跡のある台地上は住宅が密集しており,

城に関連する遺構は多くはないが,それでも部分的に土塁や堀が見られ、とくに城の中心と思われ

るところでは比較的良い状態で遺存している。調査が行われたのはその中心部からやや離れた,現

在愛宕神社の境内となっているところで,上塁の構造が明らかになるとともに,それに付随する空

堀があることが知られた。しかし,建物の遺構などは全 く検出されず,調査自体部分的なものであ

るため,その詳細を明らかにするには至っていない。

(谷中 隆 )

-5-



第H章 大田古墳の調査

1.調査 の経過

太田古墳の発掘調査は,昭和62年 3月 3日 より3月 23日 にかけて行った。以下, 日付を追って調

査の経過を記すことにする。

3月 3日 (火) 朝 9時,八千代町教育委員会の方々とともに,石棺が発見された地′ミに到着,

仮供養を行う。同地′ミに墳丘はまったく存在せず,付近は宅地及び作畑となっている。石棺の蓋石

は,水道工事でこれが発見された際にすでに露出してしまっており,その状況は容易に把握できる。

蓋石は 3枚の板石 と2つ のやや小さな石片によって構築されているが,北東側の一枚を除いてはい

ずれも原位置を動いているようである。蓋石の石材は,すべて雲母片岩である。石棺の周囲には墓

城の上端らしき掘 り込みが認められた。石棺の西側には水道工事の際のものと思われる幅30Cmほ ど

の溝が掘られているが,こ れより西側は宅地および道路のため発掘することは不可能なこともあり,

これを20cm拡 張して トレンチ状にし,墓 llk内 の上層観察を行うこととした。また墳丘の規模 と墳形

を探るため,石棺の長軸方向と平行に北東 トレンチを設定する。

石棺周辺において土師器や埴輪の小破片がいくつか見られるが,本古墳に伴うものであるかどう

かは不明である。

3月 4日 (水) 朝から地形測量を行い,午後 2時頃に完了する。現地表面は標高25.50～ 25.75

mを 測り,西から東へ と軽微な傾斜を持つ地形となっている。完成した地形図を検討するが,やは

り墳丘,周追などの痕跡は読み取れない。その後主体部である石棺の中心を基準に発掘区を設定,墓

墳の確認を進める。しかし西側土層断面を取 り込む形で発掘区を設定したため,不規則な形状とな

ってしまづている。

西側土層断面に現れた土層からは,石棺の構築に際しローム面を掘 り込んでいることが明瞭に確

認されているが,その他に二次的な掘 り込みがあることが推察された。おそらくは追葬を行った際

のものであろうと推測されるが,その掘 り込みの範囲は未だ明確ではない。蓋石上面は白色粘上で

被覆されていたようであるが,耕作のためかその痕跡がたどれるに過ぎない。蓋石の周囲にも多量

の自色粘上が認められる。

3月 5日 (本) 昨日設定した主体部発掘区内での墓城確認の作業を続ける。その後発掘区内の

セクション面の清掃を行い,土層図を作成する。北東 トレンチの発掘も開始する。

昨日推定された二次的な掘 り込みが蓋石南側において確認された。この掘 り込みの上端は,三枚

の蓋石のうち東側の二枚の接続部分で石棺に接して消減しており,その範囲はちょうど西側の二枚
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の蓋石を取 り外せるものであることが想定された。さらに他の掘 り込みや攪乱が見られるかどうか

を確かめるため,上層を今一度注意深 く検討する。掘 り込みは他には見られず,攪乱も見られなか

った。北東 トレンチにおいて埴輪片がいくつか出土しているものの,周追と思われるような落ち込

みなどは確認されていない。

3月 6日 (金) 主体部発掘区での上層図完成後,全面的に蓋石上面までの発掘を行い,午後に

は完了する。墓墳の平面形は隅丸方形で,水道工事によるものの他には大きな攪乱もなく明瞭に確

認できる。追葬のためと思われる二次的掘 り込みも石棺西側に確認されている。石棺周辺は白色粘

土による目張りがなされているが,二次的掘 り込みの範囲内においては特に多量の粘土が使用され

ているようである。

3月 7日 (上) 主体部発掘区内を清掃し写真撮影を行った後,蓋石及び掘 り方を実浪け る。二

次的掘 り込み内には黒褐色土が充損されている。北東 トレンチは完掘。しかし周追と思われる落ち

込みなどは結局確認できなかった。

年後,新たに南東,東及び北 トレンチを設定し,墳丘の規模及び墳形の確認作業を続けるが,雪

のため中断することとなってしまった。

3月 9日 (月 ) 蓋石及び掘 り方の実測が終了後,蓋石をすべて取 り除く。北東側の二石の繋ぎ

目を埋めるように置かれている小さな二石はともか く,主要な二枚の蓋石は櫓組みチェーンを使用

しなければと考えていたが,それほど重 くはなく,人力で移動させることが可能であった。石棺内

面はすべて赤彩されており,雨水が冠水したようではあったが,赤色は鮮やかに残っている。蓋石

内面も色が褪せてはいるが,所々に赤彩の跡が遺存しており,本来は全面に塗布されていた可能性

もある。石棺内には多量の上砂が流入しており,副葬品はまったく確認できないが,北東端には頭

蓋骨らしき人骨が見られた。

まずその上砂を取 り除 くことから始めるが,土が湿っており作業は余 りはかどらない。南西短側

壁は工事の際に欠かれており,石棺内にその破片がかなり入っていた。盗掘を受けているかどうか

は今のところ不明である。

各 トレンチの作業も同時に進めているが,Vヽ まだ古墳の周追にあたるような遺構は確認されてい

ない。

3月 10日 (火) 石棺内に流入した上砂の除去を続ける。石棺南隅においてまず棒状の鉄製品を

多数確認,鉄鏃であろうと思われる。その北東側,南東長側壁際で側壁に寄り牲卜かるように直刀およ

び刀子が確認された。玉類 も石棺の中央東寄 りの位置から出土 している。人骨は主に石棺の北東寄

りにみられるがそのほとんどが小破片であり, どの部位の骨かもまった く判別できない。骨 自体の

出土位置も散乱した状態を示 してお り,上砂の流入によって攪乱されているものと思われる。遺存

状態は非常に悪 く,骨粉 となってしまっている部分 も多い。

3月 11日 (水)降雪のため各 トレンチでの作業を休上し,主体部発掘区全体 をテントで覆い石

棺内の作業を進める。しかし溶けた雪の石棺への流入を防 ぐのに苦労 し,寒さとあいまって作業は
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退々として進まない。

年後からは発掘作業を諦め,室内で出土した土器の洗浄や図面整理を行う。

3月 12日 (本)石 棺内の上砂の除去を続ける。石棺北東側においては人骨が多数散乱した状態で

検出されており,思 うように作業が進まない。

確認された多くの遺物は,そのほぼすべてが雲母片岩の板石数枚で構成される床石直上に位置し

ており,ほぼ原位置を保っているものと思われる。石棺西側の鉄鏃周辺に有機物が遺存しているの

を確認した。

墳丘の規模 と形態を探るため合計四本の トレンチを設定,発掘を行ったが結局何も見出すことが

できず,今 日埋め戻す。

3月 13日 (金) 石棺内の発掘作業を継続する。頭骨と思われる人骨や金環,さ らに歯の数など

から被葬者は複数であることが予想された。歯は石棺北東寄 りを中心に多数出上しているが,中に

は赤色顔料がかかっているものもあり,頭骨の周辺に赤色顔料をまいたものかとも思われる。

午後は雨のため作業を中止した。

3月 14日 (土) 人骨を実測後,採 りあげを始める。人骨はそのほとんどが粉化してしまってお

り,採 りあげには充分に注意を払う。人骨出上位置は床面直上のものもあるが,攪乱のためか床面

から浮いた状態で出上している骨も多い。玉類は石棺中央東寄 りの一か所に集中している。ガラス

製小玉も多数副葬されているため,石棺内からの排土はすべて舗にかけることにする。

3月 15日 (日 ) 人骨の採 りあげを続け,さ らにその周囲の上を除去,副葬品の検出を進める。

午後には石棺内の遺物はすべて露呈することができたため,写真撮影のために石棺内の清掃を行う。

石棺北東端において,すでに粉化してその形状を留めていないものの頭骨と思われる人骨を三個体

確認,歯 も相当数出上しており埋葬された人骨は,三体あるいはそれ以上であったことが推定され

る。

石棺北東端の頭骨三個体のうち,赤色顔料の付着した歯がいくつか出土していた中央の頭骨付近,

径約23cmほ どの範囲で赤色顔料が確認された。さらに作業を進めるうち,同地′くの床面直上から鏡

背を上にした銅鏡一面が発見され,調査員を驚嘆させた。鏡背の表面は腐食がかなり進行しており,

文様等は判別できない。鏡の周辺には僅かながら布類が認められたが,他の木質などの有機物は検

出できなかった。

3月 16日 (月 )石 棺内の清掃,写真撮影を行い,その後遺物の実測を開始する。午後には実測

終了,遺物の取 り上げを始める。直刀は遺存状態が非常に良く,取 り上げは容易であったが,銅鏡

および矢柄の残存した鉄鏃の取 り上げにはより慎重を期 した。

3月 17日 (火)遺 物の取り上げを継続する。鉄鏃の鋒はそのほとんどが南西を向いている。石棺

南西側において確認されていた有機物は,一部の鉄鏃下からも石棺床面に密着した状態で検出され

た。

遺物の取り上tヂは午後に終了する。その後石棺内を清掃,写真撮影を行う。
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3月 18日 (水)石 棺の実測を開始。同時に墓城の発掘を始める。墓城の発掘に当たっては,墓

墳を6区の小発掘区に分割 し発掘 を進める。まず北東及び南西の 2区 を掘 り下げ,掘 り方の詳細を

確認する作業に入る。

掘 り下げに伴い,墓城は 2段に掘 り込まれていることが判明した。また墓墳内埋上の下層には薄

い雲母片岩の礫層が存在 している。石棺構築の際石材を加工した時にできた石居であろうか。掘 り

方の埋土中か ら粘土は検 出されなか ったが,石材の接続部分には多量の白色粘土が 目張 りに使用

されている。

3月 19日 (木)石 棺の実測及び掘 り方の発掘 を継続する。北東及び南西地区の発掘は完了,セ

クション面の清掃を行い土層図を作成する。同時に残る地区の掘 り下げを行い,夕 刻には墓墳床面

までの発掘を完了する。掘 り方は昨 日確認された通 り2段になっている部分が多い。

3月 20日 (金) 夜半から朝にかけて雨が降ったため,10時過 ぎに発掘区内を清掃,写真撮影を

行う。年後に掘り方の平面図を作成し,その後石棺の棺材をすべて除去,床石下の状態の確認作業

に入る。

床石下は平坦なローム面 となっている。床石の周囲は側壁を立てるために溝状に掘 られてお り,

ちょうど石棺床面となるところのみを掘 り残したような状況である。

今 日で発掘調査はほぼ完了する。

3月 23日 (月 ) 町教育委員会の方々に協力していただき,八千代町役場のユニック付 トラック

を使用して石棺の棺材を引き上げ,町立歴史民俗資料館に運漆。その後主体部発掘区の埋め戻しを行

い,すべての発掘作業が完了する。

20日 間の短いながらも密度の濃い発掘調査であった。

(谷中 隆 )
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2.調 査 の成果

(1)遺 構

a.墳丘 (第 2。 3図 ,図版 2)

本古墳の墳丘は後世の耕作や宅地造成,あ るいは道路の敷設などによりすべて削平され,現在は

まった く認められない。そこで主体部を起点に放射状に幅lmの トレンチを4本設け,古墳の形状お

よび規模の確認を行ったが,周 迫などの本古墳に関連する遺構はまったく発見することができなかっ

た。旧表土面 と考えられる土層 も西 トレンチを含め,いずれの トレンチにおいても確認できなかっ

た。このため墳丘の形状・規模はまった く把握されていない。

なお,調査区の覆土中から埴輪片が若千出上 しているがいずれも小破片であり,本古墳に伴 うも

のであるかは不明である。

b.埋葬施設 (第 4・ 5図 ,図版 3・ 7～ 9)

本古墳の主体部は主軸 をN47° Eに とる箱式石棺で,地山を掘 り込んで構築されている。墓城の上

部は発見以前か ら耕作の為に失われていたようであり,墓墳の掘 り込み面は定かではない。また,

墓 llkの 西側の一部が調査区域外であるうえ,In・乱 もあるため,そ の全容は知 りえないが,確認面で

の平面形は石棺の主軸方向に長い楕円形を呈 し,長さ458Cm(推定),幅 335Cmを 測る。墓城の掘 り

込みは直線的ではな く,途中から角度を変えて掘 り込まれてお り,明確な段 を有する部分 もある。

墓llkの 深さは確認面から103cm程 度で,墳底部は長さ352cm,幅 230cmを測り,やや不整な長方形を呈

する。墳底部には壁体 を埋め込むための溝状の掘 り込みが幅22～ 50Cm,深 さ 9～ 20cmで長方形に認

められる。

石棺の規模は,外法で上端の長さ216Cm,下端の長さ246Cmで,幅は北東短側壁付近で90Cm,南西

短側壁付近で71cmを 測る。内法では石棺上端 で長さ202Cm,幅は北東短側壁付近で68Cm,南西短側壁

付近で55Cn,床面で長さ216cm,幅 は北東短側壁付近で72Cm,南西短側壁付近で64Cmを 測 り,西側が

やや狭い形状 となっている。石棺の深さは北東側で64Cm,南西側で65Cmを 測る。

棺材にはすべて雲母片岩の板石が使用 されており,南東および北西の長側壁が各 2枚,北東および

南西の短側壁が各 1枚 ,床石 4枚,蓋石 4枚で石棺が構成されている。北東側の短側壁は89× 73cm,

南西側の短側壁は83× 63Cmを 測るもので,長側壁に挟まれる形で立てられている。南東ならびに北

西の長側壁はいずれも巨大な一枚石が使用され,南西側峰比較的小さな板石 を一枚づつ配 している。

短側壁,長側壁 とも土圧のためか,やや内傾 した状態であった。床石には 4枚の板石が使用されて

お り,床石 と側壁 との隙間には雲母片岩の破片が敷かれている。

長側壁 と短側壁の接合部および長側壁の壁休の接合部には目張 りのために白色粘上が貼られてい

るが,南東長側壁の壁体接合部および南東長側壁 と南西短側壁 との接合部では雲母片岩の小片が使

用されてお り,壁体の強化を図ったものと考えられる。
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第 4図 主体部実測図 I(1:40)
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裏込めは, 自色粘土,雲母片岩の破

砕礫,ロ ーム・ブロックなどが互層を

なす。裏込めの最下層土は側壁下の溝

状の掘 り込み内に入 り込んでお り,さ

らにこの層上には雲母片岩の破砕礫が

薄い層をなしていることから,側壁を

立てる際に側壁の安定を図るためにこ

の最下層土が入れられ,側壁の整形が

行われたものと思われる。

蓋石は大型の板石 3枚 と小振 りな板

石 1枚で構成されている。北東側のも

のが最大で,南西側のものほど小さい

板石を使用 している。 1枚の小振 りな

板石は北東と中央の蓋石の接合部に置

かれ, 2つに割れていた。蓋石全体に

は白色粘土が貼られてお り, とくに蓋

石の接合部及び蓋石 と側壁の合わせめ

には厚 く貼られ,雲母片岩の小片が隙

間に入れられている。

また,側壁及び蓋石の内面は赤彩(べ

ンガラを使用)さ れていることが確認

第5図 主体部実測図H(1:40)        された。赤彩は長側壁,短側壁ともほ

ぼ全面にわたってみられ,床石から下の部分においても認められた。蓋石も内面全体に赤彩がみら

れることから,側壁及び蓋石には予め赤彩しておき,その後石棺を構築したものと思われる。

なお,墓城内の上層観察から,二次的な掘 り込みがあることが明らかとなった。掘 り込みは主体

部西側土層断面(c― c′ )な らびに石棺周辺南西寄 りの位置で確認されたものであるが,西側の一部が

未調査区域 となっており,ま た石棺上の埋上がほとんど存在しないことからその全容を知ることは

できない。主体部西側土層断面(c― c′ )に は,墓墳のほぼ中央に確認面からの深さ56Cm,幅 123 Cm程

度の掘 り込みが確認されている。掘 り込み内には黒褐色土,茶褐色土,自色粘土などの層がみられ,

とくに白色粘土層は掘 り込みの下の部分に多量に認められる。石棺周辺ではそれほど明確ではない

ものの,西側土層断面に見られた白色粘土層と思われる土層が石棺の長側壁に沿って見られている。

南東長側壁沿いでは,側壁の外側58Cm程度の位置に掘 り込みの上端が確認されており,石構南西側

から直線的に伸び,側壁の北東端から85Cm程の位置で長側壁に接している。石棺長側壁の上面から

10Cm程下の位置まで掘 り込まれており,確認面からの深さは約19Cmで ある。北西長側壁沿いでは側
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壁の外側40cm程の位置に掘 り込みの上端が確認され,側壁の北東端から74Cm程の位置で長側壁に接

してお り,掘 り込みの両上端間の幅は確認面で174cm程度である。

以上の所見を総合 してみると,こ の掘 り込みは長さ2.5m(推定 ),幅約174Cm,深 さ56Cm程度の規

模 を有 し,そ の範囲は 3枚の蓋石のうち南西側の 2枚 と小振 りな板石 1枚におよぶものである。こ

の掘り込みは後世の盗掘や攪乱のあととは考えられないから,追葬に関係するものとみる方が穏当

であろう。つまり,初葬後一定期間経過してこの掘り込みがなされ,南西側の2枚 と小振りな板石

1枚 を取 り外し追葬を行ったと考 えられるのである。ただし,こ の掘 り込みより小規模なものがそ

れ以前にあったことは充分に想定できるから,こ の掘 り込みから追葬が一回だけだったと断定する

ことはできない。

(2)遺物の出土状態 (第 6図,図版 4～ 6)

本古墳の調査では各 トレンチから埴輪片などの遺物が検出されているが,Vヽ ずれも表土中の出土

であり,本古墳に伴うものか明らかではない。そのため,こ こでは石棺内から出上した遺物につい

てのみ記述することとする。

主体部内の遺物は,石構西寄 りの部分を除けばほぼ全面にわたって出上している。うち人骨は計

5体分が納められていた。北東短側壁際には 1～ 4号人骨の頭骨が並べられており, これらの人骨

の頭位は北東であったことが知られる。しかしその他の吉Ь位に旧状を留めていると思われるものは

皆無であった。いずれの頭骨も骨粉化してしまっており,歯の存在からそれと判別できるといった

状態であった。

1号人骨は南東長側壁寄 りの一体で,頭骨のみが確認された。下顎骨は粉化しておらず,比較的

遺存状態は良好である。歯には部分的に赤色顔料が認められ,死後顔面に赤色顔料が地されたこと

が推測される。下顎骨から北東へ 5 Cm程のところには,被葬者の着装品と考えられる金環一対が13

Cm程度の間隔をもって検出された。

2号人骨は 1号人骨と3号人骨の中間,石棺ほぼ中央の一体で,頭骨のみが確認されている。 1

号人骨まり北東寄 りにずれていた。歯に部分的に赤色顔料が認められており, 1号人骨同様死後顔

面に赤色顔料が施されたものと思われ,頭骨を中心に長さ24cm,幅 16Cmの範囲で赤色顔料が確認さ

れている。

頭骨南西寄 りからは銅鏡 1面が鏡背を上にした状態で,床面直上から検出された。銅鏡の表面か

らは布片がわずかに検出されている。

3号人骨および4号人骨は北西長側壁寄 りの二体で, 2号人骨よりもやや北東寄 りにずれた北東短

側壁寄 りのほぼ同じ位置からそれぞれ頭骨と歯のみが確認された。頭骨はいずれも粉化していたた

め,検出時には一体分と考えられていたが,歯の鑑定の結果二休分であることが判明したものであ

る。頭骨の南西側には金環一対 と玉類が検出されたが,こ れがどちらの人骨に伴 うものであるかは
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特定 しがたい。金環は10Cm程 の間隔を

もって検出された。玉類は金環から20

Cm程南西の位置に,15× 20cm程度の範

囲に集中した状態で確認された。内訳

は巧瑞製勾玉12,翡 翠製勾玉 2,碧玉

製勾玉 1,碧玉製管玉 6,土製丸玉 2,

ガラス製丸玉20,ガラス製小玉201で

ある。ガラス製小玉はその多くが床面

にごく近い位置で検出されているのに

対 し,勾玉,管玉,ガラス製九玉は比

較的高 vヽ位置から検出された。

5号人骨は石構のほぼ中央,南東長

側壁寄 りの鏃束上および雀族束の北東側

から,骨片と歯の集積 として発見され

た。一塊の集積状況を示 していたが人

骨の数は少な く,ま た部位の同定 も不

可能である。歯の鑑定の結果一体分で

あることが判明したものである。

装身具以外の副葬品は,数本の鉄全族

。刀子 を除き,南東長側壁側に沿って

配置されていた。

南東長側壁際北東寄 りには直刀 2,

鹿角装刀子 1が柄部 を揃えるように遺

存してお り,こ れらの副葬品の直下に

は長さ 7 Cm,幅 4 Cm,厚 さ 2 Cm程度の

雲母片岩の小片が数イ固置かれていた。

なお,直刀の茎部周辺か ら若千の布片

が確認された。

石棺の中央やや北寄 りには,刀子 2

が遺存 していた。出上位置からすれば,

2号 もしくは 3・ 4号人骨に伴 うもの

と考えることも可能であるが,限定す

ることはできない。

鉄金族は 3群に分かれて出上している。
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第 6図  遺物出土状態 (1:10)
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北西長側壁際北東寄 りからは, 2本の鉄鏃が鋒を北東に向け,側壁 とほぼ平行に遺存していた。鉄

鏃の直下には長さ10cn,厚 さ 3 Cm程度の雲母片岩の小片が数個置かれている。また側壁沿いに,50
0m程南西の位置までにも床石直上に片岩の小片が置かれていることから,矢はこれらの石の上に置

かれたものと思われる。

南東長側壁際ほぼ中央には,側壁 と平行に鋒を北東に向けた鉄鏃88′ミが遺存していた。矢一束が

置かれたものであろう。

南東長側壁際南西寄 りには,鉄鏃65点が遺存していた。乱雑な状況が看取されるが,鋒の方向は

ほぼ南西を向いている。北西寄 りの部分では,何 らかの有機物質が床面に癒着したような状態で確

認されており,鉄全族の下にも入り込んでいた。この物質は,あ るいは胡禦のような矢筒が遺存した

ものと考えることもできよう。

人骨は石棺のほぼ中央から北東側において多く見いだされたが,Vヽずれの人骨も遺存度が悪 く,

骨片となったものや粉化 してしまったものがほとんどである。しかも,石棺発見当初の南西短側壁

の欠損による土砂の流入のために攪乱されており,その多くが床面からやや浮いた状態で出上して

いる。墓渡内埋上の上層観察から,少なくとも一回の追葬があったことが確認されており,追葬時

において初葬時の人骨の改変がなされたとも考えられるが,Vヽ ずれにしても床面から浮いた状態で

出上した人骨に関しては,土砂の流入によって移動していると考えるのが穏当であろう。人骨が石

棺の北東寄 りに多く確認されているのもそのためと考えられる。

5号人骨は石構のほぼ中央南西長側壁寄 りの位置から,鉄ε族の上およびその北東側に集積した状

況で確認されているが, これは明らかに人為的なものと見られよう。おそらくは追葬時における人

骨の片付けイ子為によるものと思われる。

3・ 4号人骨は,そ の頭骨が相互に混在しており, どちらかの人骨が追葬されたものと考えるこ

ともできよう。

(谷中 隆)

(3)出土遺物

本古墳からは, 3号人骨の頸部付近から勾玉15,管玉 6,土製丸玉 2,ガラス製丸玉20,ガラス

製小玉 201, 2号人骨の頭部から銅鏡 1, 1号人骨及び 3号人骨の頭部から金環各 2計 4,直刀 2,

刀子 3,鉄鏃105な どが出土している。以下,各々について詳述する。

a.銅鏡 (第 7図,図版10)

石棺北東部寄 り, 2号人骨の頭骨下ほぼ床面直上より鏡背を上にした状態で出上した。面径8.25

Cm,鉦径1.52cm,錘 高0.78Cm,縁厚0.29～ 0.34Cmを 測 り,鏡面には0.25cm程度の反りが認められる。

重さは85.47gで、表面は全体に錆化が進んでおり,部分的に鏡を包んでいたと思われる織物が銹着

していた。

鏡背の文様構成を外区から見ると,斜縁を挟んで0.78Cm内 側の位置から櫛歯文帯,複波文帯,櫛
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歯文帯と続く。内側の櫛歯文帯と内区

との間には斜面等の区切 りはなく,そ

のまま内区へ とつながる。内区は 6個

の乳で区画されるが並びは均等ではな

く, 6乳 を結ぶ線は少々不正確な六角

形となっている。それぞれの乳からは

5本の S字状に屈曲する線文が放射状

に発し,中には隣接する乳から発した線

文とつながるものもある。錘の周囲に

は一重の円圏が口み,い わゆる円座錘

を形づ くっている。鉦の周辺には紐 と

思われるものが遺存していた。鏡背の

一部には赤色顔料の付着が見られる力ら

これは 2号人骨の頭骨にみられたもの

が付着したのかもしれない。

なお,外区の櫛歯文帯の外側、鉦孔

と直交する位置には径0.lCm程 の小子助ヾ

存在する。おそらく紐を通して吊るし

たことがあったのだろう。

錫の含有量も少ないうえ鋳上 りもあ       第7図

まり良好 とは言えず,湯冷えによるのか 6個の乳のうちの

瞭ではない。

0                      5cm

銅鏡拓影および断面図 (1:1)

1個は高 さも低 く,その周辺の線文 も明

(仲 山 路子 )

鋭
域
ｏ

b。 金環 (第 8図 ,図版11)

金環は1号および 3・ 4号人骨の頭骨付近か ら各 1対計 4点が確認されている。すべて青銅製であ

り,大 きさ。形状ともいずれも似通っている。本来金で被覆されてい

(ζ参〕) 尋誰:謙 :与|をを夏il;」と:写採 1与1手 :与
5cm

を測り,やはり真円に近い形状を呈する。

第8図 金環実測図 (1:2)  3お よび 4は 3・ 4号人骨の頭骨付近で検出されたもので, 4が北
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西長側壁寄 りに出上 したものである。 3は長径3.23Cm,短径2.90Cm,重さ27.07gで断面は0.78×

0.77Cmを i則 る。

4は長径3.13Cm,短径2,78Cm,重 さ25。 94gで断面は0。 75× 0.78Cmを 測 り, 3と 同様真円に近い

形状を呈する。                              (谷 中 隆 )

c.玉類 (第 9～ 12図,第 1～ 5表,図版 11。 12)

勾玉15個,管玉 6個,土製丸玉 2個 ,ガラス製丸玉20個 (破片を含む),ガラス製小玉201イ固 (破

片を含む)がある。すべて 3号人骨の頸部付近から集中して出上 している。玉類の洗浄には超音波

④ ① ③ ③ ① ③
l    l   l    l   l    l

田田□田Ⅲ国
123456

0                   10cm

第 9図 工類実測図 I(1:2)
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第12図 玉類実測図Ⅳ (ガラス製小玉)(1:1)

洗浄機 を使用したが, ガラス製河ヽ玉および土製丸玉については,破損する恐れがあるため洗浄は短

時間に留めた。

勾玉 (第 9図 1～ 15,第 1表 )

垢瑞製12個,翡翠製 2個,碧玉製 1個がある。穿孔はすべて片面から行われてお り,右恨J面から

の穿孔 と左側面からのものとは相半ばしている。垢瑞製勾玉は白弱端製 (13。 14)と 赤弱瑞製(4・

6。 8・ 9■ 5)と に大別できるが,自 の中に赤が部分的に入っているものも少な くなぃ。弱瑞製の分

くはいわゆる「コ」の字勾玉 と呼ばれるものである。

碧玉製管玉 (第 9図 1～ 6,第 2表 )

すべて濃緑色の碧玉製である。穿孔は 2を 除いて片面からなされてお り、表面は丁寧に研磨され

ている。長さは比較的揃っている。

上製丸玉 (第 10図 1・ 2,第 3表 )

漆を思わせる黒色樹脂 ?を 塗布 したもので,表面は滑らかに整形されている。大きさは両者 とも

ほぼ同様で,雲母を主休 とした砂粒が混入している。

ガラス製丸玉 (第 10図 1～ 20,第 4表 )

ほとんどの九玉か ら孔の方向と平行の気泡列が確認されたことか ら,管状のガラスを切断して製

作する,い わゆる「管切法」で作 られていることがわかる。 コバル ト発色による群青 と紺で,透明

度はさほど高 くない。平均値はそれぞれ直径0.867Cm,厚 さ0.606Cn,重 さ0.59gで ある。

ガラス製小玉 (第 10～ 12図 1～ 201, 第 5表 )

ガラス製九玉 と同様,管切法で製作されたと考えられる。コバル ト発色による群青,青,紺など

が主であるが,そ の他にも銅で発色したと思われる緑系統の色や黄色 (58)があり,さ らに透明度

の差異がここに加わるので,多種多様なものとなる。平均値はそれぞれ直径0.441cm,厚 さ0.290cm,

重さ0.07gで ある。なお玉類の厚さ,長さ (勾玉は中)を合計 し,総長 を想定すると112.065 Cmと

なる。
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第 1表 勾玉計測表

番号 材質 最大長

(cm)

巾

ｃｍ

厚 さ

(cm)
質量

(g)
穿孔方向 備  考

1 翡翠 3 845 2 1 235 20 03 片側

2 翡翠 2 400 1 545 0 910 548 片側

3 碧玉 3 340 1 975 0 975 片 側

4 馬鵡 2 565 1 450 0 800 片側

5 弱翡 3 930 2 515 1 120 14 38 片 側

6 巧瑞 2 840 1 810 0 840 567 片側 コの字形

弱鵡 3 600 2 250 1 140 11 69 片 側 コの字形

8 巧 鵡 2 605 1 555 0 700 3 78 片側 コの字形

9 巧 増 3 185 1 395 0 880 片 側 ヨの字形

巧瑞 3 115 1 915 0 990 8 14 片 側 コの字形

弱増 3 000 1 800 0 755 5 72 片 側 コの字形

巧翡 2 770 1 565 0 915 片 側 コの字形

巧増 3 445 2 105 1 060 9 74 片組‖ コの字形

弱唯 3 235 1 285 0 875 片イ貝! コの字形

馬職 2 775 1 745 0 825 5 41 片側 コの字形

第 2表 管玉計測表

番号 材 質 さ

ｍ＞

長
＜ｃ 酪

くｃｍ，
鰻
⑭

穿孔方向 傭 考

1 碧 玉 2 735 0 930 片 側

2 碧 玉 2 685 1 045 5 40 両側

3 碧 玉 2 530 0 905 片 側

碧 玉 2 750 1 015 5 44 片側

5 碧玉 2 400 0 760 251 片 側

6 碧玉 2 320 0 855 3 14 片側 穿孔方向が斜め

第 3表 土製丸玉計測表

番号 色調 酷
ぐｃｍす

囃
てｃｍ＞

睡
⑭

備   考

1 黒色 0 765 0 480 石英,長石 を含む

第 4表 ガラス製丸玉計測表

番号 色調 径

ｍ＞
直
＜ｃ

酵
でｃｍぅ

鰻
⑭

気泡 気泡列 備 考

ユ うす群青・半透明 0 860 0 675 0 68 有 有

2 うす群青 半透明 0 765 0 545 有 有

3 群青・半透明 0 765 0 700 0 61 有 有

4 群青・半透明 0 940 0 660 有 有

5 群青・半透明 0 880 0 655 0 72 有 有

うす群青・半透明 0 990 0 610 0 78 有 有

7 群青・半透明 0 770 0 620 0 49 有 有

8 紺・半透明 0 380 0 645 0 68 有 有

9 群青・半透明 有 破 損

10 紺・半透明 0 845 0 630 0 57 有 有

21   黒色    08000480 0331石 央,長石 を含む

11 紺 半透明 0 786 0 455 有 石

12 うす群青・半透明 0 830 0 530 0 50 石 石

紺・半透明 1 005 0 720 0 92 有 有

14 辞青 半透明 0 975 0 660 0 83 石 石

15 極うす群青半透明 0 825 0 660 0 47 有 有

6 うす群青・半透明 石

17 うす群青・半透明 0 860 0 520 051 有 有

8 群青・半透明 0 800 0 600 石 石

19 群 言 ・半 透 明 0 830 0 485 有 有

群青・半透明 0 830 0 590 石 石

第 5表 ガラス製小玉計測表

番号 色調 径

ｍ＞
直
＜ｃ

さ

ｍ，

厚
＜ｃ

鰻
⑭

気泡 気泡列 備 考

1 うす青緑 ,半透明 0 475 0 335 0 10 有 有

2 群青・半透明 0 430 0 330 0 08 有 有

3 群青・透明 0 455 0 275 有 有

うす青・半透明 0 385 0 265 0 04 有 有

5 うす青・半透明 0 355 0 225 0 03 有 有

6 群書・半透明 0 415 0 360 有 有

7 群青 透明 0 380 0 215 有 有

8 うす群青 半透明 0 410 0 310 0 07 有 有

9 うす群青・半透明 0 415 0 335 0 08 有 有

10 うす群青・透明 0 420 0 275 0 04 有 有

11 群青・半透明 0 405 0 365 有 有
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うす青緑・透明 0 470 0 255 0 04 有 有

13 うす群青・半透明 0 485 0 270 0 09 有 有

14 青・透明 0 590 0 385 有 有

15 うす青・透明 0 405 0 225 有 有

帯緑青・透明 0 535 0 375 017 有 有

17 うす青・半透明 0 415 0 275 有 有

群青・透明 0 400 0 270 0 05 有 有

うす辞青・透明 0 410 0 265 0000 有 有

うす群青・透明 0 405 0 195 0 05 有 有

青・透明 0 535 0 320 0 13 有 有

帯緑青・透明 0 510 0 305 0 12 有 有

群青・半透明 0 405 0 320 有 有

青・透 明 0 640 0 460 0 25 有 有

青 透 明 0 565 0 340 有 ヨぼ

青・透明 0 500 0 295 0 09 有 有

帝緑言 ・透明 0 635 0 470 0 23 有 有

青・透 明 0 665 0 475 0 24 有 有

帯緑青・透明 0 470 0 275 0 06 有 有

青・透明 0 500 0 335 有 有

帯緑青・透明 0 500 0 285 011 有 有

青・透 明 0 520 0 280 011 有 有

うす青・透明 0340? 有 破 損

群青・半透明 0 445 0 210 有 有 破 損

青・透 明 0 580 0 345 0 14 有 有

うす群青・半透明 0 365 0 275 有 有

37 青・透明 0 425 0 400 有 有

うす青・半透明 0 350 0 250 有 有

群青・半透明 0 355 0 285 有

群青・半透明 0 465 0 220 有 有

帯緑青・透明 0 550 0 310 0 10 有 有

青・透明 有 破 損

青・透明 0 540 0 355 0 12 有 破 損

紺 半透明 0 510 0 325 有 有

青・透 明 0 500 0 320 0 10 有 有

群青・半透明 0 510 0 285 有 有

群青・半透明 0 535 0 340 有 有

帯緑青・透明 0 560 0 270 有 有

紺・半透明 0 460 0 390 有 有

青・半透明 0 470 0 265 0 07 有 有

うす青緑・透明 0 435 0 160 有 有

うす青・半透明 0 400 0 250 有 有

濃群青・半透明 0 400 0 240 有 鈍
【

濃群青・透明 0 460 0 325 有 有

濃群青 ,半透明 0 320 0 245 0 04 有 鉦
（

濃群青・半透明 0 485 0 335 有 有

濃辞青・半透明 0 460 0 250 0 07 有 有

黄・不透明 0 440 0 345 有

うす青緑 半透明 0 470 0 315 有 有

うす緑・透明 0 390 0 270 004 有 有

濃群青・半透明 0 425 0 300 有 有

青・透明 0 445 0 320 有 有

青・透 明 0 0 290 0 05 有 儀
〔

うす群青 透 明 0415 0 255 0 05 有 有

うす青・透明 0 02 有 破 片

緑・透明 0 460 0 06 有 有

うす群青・透明 0 430 0 215 有 有

青・透明 0 430 0 245 有 有

青・透 明 0 535 0 355 0 11 有

青 透 明 0 530 0 295 0 11 有 有

▼し明緑・不透明 0 440 0 280 0 07 有

青・透明 0 475 0 300 0 09 有 有

群青・透明 0 390 0 270 有 有

うす青・透明 0 430 0 290 0 02 有 笙
小

破 片

群青・透明 0415 0 380 有 有

乳明緑・不透明 0 325 0 200 有

青  透明 0 330 0 210 0 01 有 有

うす群青・透明 0 425 0 265 有 有

緑・透明 0 440 0 265 有 有

群青・半透明 0 400 0 230 0 03 有 有

群青・半透明 0 430 0 330 0 07 有

青・透明 0 435 0 290 有 有

うす青・半透明 0 385 0 370 0 08 有 有

青・透明 0 460 0 290 0 06 有 有

うす青・透明 破 片

うす青 ,半透明 0 415 0 225 0 05 有 有

87 うす青・透明 0 430 0 320 有 右

うす青 透明 0 310 0 190 0 04 有 破 片

群青・半透明 0410 0 270 有 有

うす青・透明 0 480 0 290 0 06 有 有

うす青 ・半透明 0 400 0 245 0 05 有 有

うす青・半透明 0 370 0 290 0 09 有 破 片

濃群青・半透明 0 510 0 380 有 有

青・透 明 0 560 0 360 012 有 有

群青・半透明 0 460 0 300 有 有

群青・半透 明 0 460 0 400 有 有

群青・半透明 0 410 0 240 有 有

うす青・透明 0 500 0 290 010 有 有

帯緑青・半透明 0 565 0 320 0 12 有 有

群青 透明 0 405 0 340 有 有

群青・半透明 0 405 0 295 有 有

帯緑青・半透明 0 505 0 340 有 有

うす青・透明 0 465 0 245 有 有

うす青・透明 0410 0 235 0 03 有 有

す緑 半透明 0 0 315 有 有
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極うす緑・半透明 0 370 0 160 有 有

群青 ,半透明 0 440 0 310 有 有

す青・透明 0 410 0 240 0 04 有 有

極 うす緑・透明 有 破 片

うす青・透明 0 360 0 300 0 05 有 有

111 群青・半透明 0 400 0 290 有 有

うす青・透明 0 430 0 255 0 09 有 有 破 損

青・透 明 0 500 0 310 有 有

うす青・半透明 0 450 0 240 0 03 有

うす帯青緑 透明 0 550 0 375 014 有 有

帯青緑 ,透明 0 620 0 440 0 24 有 右

117 青・透 明 0 505 0 400 0 13 有 有

乳青 半透明 0 560 0 480 0 16 有 有

群青 ,半透明 0 500 0 300 0 10 有 有

帝緑青・透明 0 510 0 360 0 14 有 有

うす青・透明 0 430 0 290 0 05 有 有

帯緑青・透明 0 500 0 320 012 有 有

うす緑・透明 0 380 0 240 有 有

群青・半透明 0 540 0 300 011 有 有

群青・半透明 0 460 0 230 0 04 有 有

群青・半透明 0 455 0 340 有 有

うす緑・透明 有 破 片

群青・半透明 0 400 0 250 有

す青・半透明 0 575 0 470 0 19 有 有

群青・半透明 0 450 0 310 有 有

▼L明 緑・半透明 0 410 0 395 有 有

群青 半透明 0 430 0 300 有 有

群青 ,半透明 0 380 0 290 有 有

群青・半透明 0 460 0 285 0 07 有 有

135 辞青・半透明 0 415 0 280 004 有 有

うす青・半透明 0 475 0 265 有 有

うす群青・半透明 0 500 0 370 0 12 有

青・透 明 0 500 0 270 0 12 有 有

群青 半透明 0 370 0 290 0 05 有 有

うす群青・半透明 0 360 0 220 0 02 有 有

群青・透 明 0 400 0 240 有 有

うす帯緑青・透明 0 475 0 280 0 05 有 有

群青 ・透明 0 430 0 415 有 有

うす群青・半透明 0 420 0 245 有 有

うす帯緑青 `透明 0 355 0 200 0 02 有 有

辞青・透明 0 415 0 255 有 有

群青・半透明 0 470 0 335 0 08 有 有

群青・半透明 0 350 0 290 有 有

うす青・半透明 0 330 0 320 0 05 有 有

濃群青 半透明 0 480 0 310 0 09 有 有

青・透明 0 380 0 275 有 有

うす青・半透明 0 425 0 265 有 有

うす群青・半透明 0 415 0 320 有 有

半 透 明 0 415 0 275 有 有

155 うす群青・半透明 0 460 0 315 有

うす群青 半透明 0 520 0 340 有 有

うす青 ・透明 0 445 0 280 0 05 有 有

うす青・透明 0 375 0 255 有 有

群青・半透明 0 375 0 215 0 05 有 有

160 うす青・透明 0 510 0 280 有 有

群青・半透明 0 430 0 255 0 06 有 有

青・透明 0 370 0 310 有 有

青・透 明 0 420 0 300 0 04 有 有

うす青・透明 0 375 0 160 有 有

うす青・透明 0 355 0 270 0 03 有 有

うす青・透明 0 360 0 195 0 02 有 有

青・透明 0 360 0 220 0 04 有 有

群 青 透明 0 300 0 170 有

群 青 透 明 0 285 0 180

乳明緑・半透明 0 255 0 200 有 有

うす青・透明 0 345 0 225 有 鉦
＾

子L明 緑・半透明 0 265 0 180 有

帯緑青・透明 0 520 0 260 有 有 位詈不明

青・透明 0 585 0 285 0 10 有 有 位置不明

青 透明 0 400 0 420 有 有 位置不明

ユ76 帯緑青・透 明 0 435 0 200 有 有 位置不明

青・透 明 0 400 0 360 有 有 位置不明

群青・半透明 0 525 0 390 0 10 有 笙
〔

位置不明

群青・半透明 0 370 0 280 0 03 有 有 位置不明

つ す青 透 明 0 435 0 295 0 06 有 有 位置不明

うす青・透明 0 440 0 200 0 03 有 笠
（ 位置不明

辞青 半透 明 0 405 0 290 0 03 有 征
〔 位置不明

帯緑青・透明 0 570 0 265 0 09 有 有 位置不明

帯緑青  透明 0 500 0 420 0 16 有 有 位置不明

うす青 透明 0 430 0 240 0 05 有 有 位置不明

帝緑青・透明 0 460 0 360 有 有 位置不明

帯緑青・透明 0 455 0 400 0 12 有 有 位置不明

188 うす緑・半透明 0 300 0 280 0 02 有 有 位置不明

群青・半透 明 0 395 0 265 0 05 有 位置不明

群青・半透 明 0 400 0 240 有 有 位置不明

うす緑・半透明 0 360 0 210 有 有 位置不明

うす青・透明 0 360 0 230 有 有 位置不明

群青・ 半 透 明 0 375 0 260 0 06 有 位置不明

うす群青 `半透明 0 290 0 160 00〕 有 錘 位置不明

うす群青・半透明 0 330 0215 有 位置不明

群青・半透明 0 540 0 290 0 1] 有 鍵
小 位置不明

帯緑青・透 明 0 490 0 295 0 08 有 有 位置不明

帯緑青・透 明 0 525 0 265 有 位置不明

帯緑青・透明 0 520 0 260 0 09 有 有 位置不明

うす青・透明 0 385 0 180 0 02 有 有 位置不明

青・透 明 0 470 0 225 0 05 有 有 位置不明
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d.直刀 (第 13・ 14図 、図版 13・ 14)

本古墳から出上 した直刀は 2振で,いずれも南東長側壁際の北東

寄 りの位置から鋒を南西に向けて出上 している。

1は側壁 とほぼ平行に刃をやや上にした状態で出上 した。茎尻が

少々欠けているほかはほぼ完形で,遺存状態は極めて良好である。

鉄製で平棟平造 りであり,鋒はふ くらを有する。刀身には木質が

少量ではあるが残存してお り,断面は二等辺三角形状を呈する。棟

関はなく,刃 関は斜角に約70度 の角度を持ちながら茎へ と接続する。

飢の近 くには刃関孔が存在する。茎尻から8.8cm及 び3.6cmの 位置に

は目釘孔が確認されてお り,茎全体に木質が残存 している。日釘孔

の中には目釘が遺存しているが,こ れは鉄製ではな く木製であると

思われる。茎尻の形状は一部欠損 しているため定かではないが ,お

そらく隅狭尻であろうと考えられる。

鋼は倒卵形で,入窓を有する。鐘の内側にはやはり倒卵形の飢が

銹着 している。

各部の計測値は以下の通 りである。

全長91.94cm,刀 身長74.26cm,刀 身幅は鋒に近い位置で3 04Cm,

関付近で3.76Cm,棟幅は鋒に近い位置で0.82cm,関付近で0.84cmを

測る。刃関の深さは1.33Cmで ,刃関孔の径は0.64Cm,茎長17.68Cm,

茎幅は茎のほぼ中央で2.09cm, 日釘孔の径は茎尻に近い ものから

0.42Cm,o.46Cmを 測る。

鋼は長径8.76Cm,短径7.37Cm,内 側で長径3.30cm,短径2.36Cm,

厚さは縁辺部で0.47Cmを 測る。飢は長径で4 20Cm,短径で2.81cmを

測る。

2は南東長側壁に沿った北東寄りの位置全 1の直刀に沿うように   い

出上 した。茎部の先端 を欠損 しているほかは,遺存状態は極めて良

好である。

鉄製で平棟平造 りであり、鋒はわずかなふ くらを有する。刀身の

断面形は二等辺三角形を呈 し、全面に木質が残存 している。両関で  第13図 直刀実測図 I(1:6)

棟関の方が深 く,棟関・刃関とも直角である。茎部には把の本質が良好に残存してお り,把の表面

は木材を丁寧に整形 してあることが知 られる。日釘孔は茎尻に一箇所確認されているが 日釘は遺存

していない。

各部の計測値は以下の通 りである。

現存長26.77cm,刀 身長21.87Cm,刀 身幅は関付近で1.99Cm,棟幅は関付近で0.48Cmを 測る。茎の

〕
Ｏ
ｏ
ヨ
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第14図 直刀実測図H(112)

現存部長は4.90cm,茎幅は関付近 で1.68Cm,茎 尻近 くで0.98Cm, 日釘孔の径 は0.32cmを 測 る。

e。 鉄 鏃 (第 15～ 18図,第 6表,図版15。 16)

鉄

'実

は総数105点 出土してお り,そ の出土状態から 3群に分けることができる。

a群 (第15図 1。 2,第 6表 )

北西長側壁に沿った北東寄 りの位置で出土した一群である。計2本の鉄鏃力朔」壁と平行に,鋒を北東に

向けて床面からやや浮いた状態で出土した。 2本 とも完形で同 じ棒えの長頸鏃であり,後藤守一氏に

よる分類では「棘箆被整箭式」 とされるものである。鏃身部は片丸造であり,刃 は鏃身の両側につ

けられているがその範囲は明確ではない。箆被部は細い四角柱状で棘状突起を持つ。鏃身部 と箆被

部の境 日は明瞭でない。茎には矢柄 とそれを固定 した樹皮の一部が残存 している。全長は 190 mm前

後である。

b群 (第15。 16図 3～ 40,第 6表 )

石棺のほぼ中央南東長側壁寄 りの位置で出上した一群であり,総数38点 ある。すべ て南東長側壁に沿

って鋒を北東に向け,そのほとんどが一括して束ねられた状態で出土した。すべて片刃式の長頸鏃で同 じ

袴えであり,後藤守一氏による分類では「棘箆被片関片刃箭式」 とされるものである。鏃身部は片

切刃造 とわかるもの (第15～ 16図 3・ 8。 30)が 3本ある。他の鏃 も同様 と思われるが錆化のため詳細

は不明である。関は直角で深さは1,lmm～ 2.Ommである。箆被部は棘状突起を有 し,細い四角柱状 を

呈するが,断面は関のある側がやや狭 い台形になっている。茎部には矢柄 とそれを固定 した樹皮

が比較的良 く残っている。全長は完形のもので201～ 214mm程 度である。

c群 (第 17・ 18図41～ 105,第 6表 )

石棺南西側の南東長側壁寄りの位置で出土した一群であり,総数65′《ある。攪乱のため鋒の向く方向は

まちまちであった力ら概ね南西側に向いていることが看取された。出土した鉄鏃は長頸鏃を主体 とし

ているが,短頸の鏃 も数本ある。また長頸鏃 も鏃身部のつ くりの違いにより,片 刃式のものと両刃

⑫
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第15図 鉄鏃実測図I(1:3)

式のものとに大別できる。

短頸の鏃は 5本あり,c群のなかでも南東長側壁寄 りの位置からまとまって出土 している。いずれも

ほぼ同じttTえ で,後藤守一氏の分類では「箆被広鋒三角形式」 とされるものである。鏃身部は両九

・
造で長さは55mm前 後であるが,鏃身の下端において脹らみを持つもの (第 17図 42～ 45)と 直線的に
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第16図 鉄鏃実測図H(1:3)

かえりへとつながるもの (第 17図 41)と がある。箆被部は 3 cmに 満たないほどの短いもので,断面

長方形の四角柱状を呈する。茎部もその基部においては断面は長方形で,先端に行 くにしたがって

正方形に近 くなる。茎には矢柄の木質がわずかに残存している。

長頸鏃のうち片刃式のものは12本あり,c群のなかでも南東長側壁寄りに多く出上している。後藤氏

の分類では「棘箆被片関片刃箭式」とされるものである。鏃身部の造 りは平刃のもの (46・ 50。 51)

が多く,片切刃造とわかるものは二本のみであるが,錆化が激しく判別が困難なものもある。刃は

鋒から関部までつけられているものが大部分を占めるが,関部に近い位置に刃が付けられていない

もの (46・ 54)が いくつか見られる。47お よび48は鋒に近い背の部分にやや脹らみを持っている。

鏃身の最大幅は関部にあるものが多い。箆被部は細い四角柱状を呈するが,断面形は関のある側が

やや狭い台形になっている。茎には矢柄 とそれを固定した樹皮が残存している。

両刃式の鉄鏃は28点あり, c群のなかでは主流を占めている。すべて同じ型式で,金族身部はいわ

ゆる「剣身形」を呈し,後藤氏の分類では「棘箆被柳葉式」とされるものである。鏃身部の造りは

錆化のため判別が困難なものもあったが,片切刃造を基調としている。鏃身の最大幅は関部にある
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第 6表 鉄鏃計狽1表 (Cm)

番号
全 長

(遺 存長 )

かえり

(関 )

鏃 身 部 箆  被  部
(a)十 (b)

茎

備 考

長 さ(a) 厚  さ 長 さ的 厚  さ 長  さ 厚  さ

1 18 88 0 98 0 29 10 67 0 57 041 12 65 6 23 0 39 0 34

2 19 34 2 00 1 02 0 32 10 94 0 57 0 45 6 40 0 32 0 30

3 20 13 0 13 0 76 034 872 0 55 04] 8 00 0 47 0 43

20 16 0 13 3 68 0 79 0 45 8 41 059 0 44 12 09 8 07 0 34 0 30

5 20 88 0 15 3 77 0 78 0 33 9 10 0 52 0 41 8 01 0 40 041

6 0 15 3 70 0 79 0 41 8 84 0 57 0 39 (075) 0 39 0 30

7 (1903) 0 14 3 54 0 70 0 31 8 29 0 55 0 53 (720) 0 37 0 37

8 (1943) 0 5 3 53 0 76 0 34 8 36 0 54 0 44 (754) 0 38 0 33

9 21 58 0 20 3 54 0 77 0 34 8 51 0 57 0 50 05 9 53 0 40 0 26

10 0 13 3 59 0 76 0 36 8 50 0 63 0 48 2 09 (784) 0 24 0 19

11 20 55 0 12 3 54 0 74 0 47 8 41 0 60 0 48 8 60 0 39 0 36

0 16 3 60 0 77 0 33 8 56 061 0 45 16 8 94 0 43 0 36

13 011 3 68 0 69 0 26 8 67 0 58 0 48 2 35 (265 0 46 0 34

(2028) 0 13 3 82 0 79 0 3ユ 8 10 0 62 0 39 836) 0 33 0 3]

15 (2051) 014 3 50 0 68 0 36 8 51 0 54 0 48 2 01 (850 0 41 0 29

(1800) 017 3 68 0 77 0 36 8 42 0 60 0 44 2 10 590 0 43 0 32

17 73) 0 16 3 90 0 79 0 39 8 07 0 63 0 49 2 76 0 46 0 32

(15 0 16 3 77 0 77 0 36 8 90 0 61 0 48 2 67 3 27 0 49 0 43

15 0 14 3 41 0 76 0 38 8 63 0 62 0 54 12 04 911 0 47 0 36

20 65 0 15 3 48 0 76 0 38 8 48 0 59 0 44 11 96 8 69 0 35 0 27

21 20 89 0 14 3 52 0 76 0 38 8 50 0 62 0 50 2 02 8 87 0 36 0 23

0 11 (0 97) 0 75 0 36 8 54 0 64 0 41 9 5ユ (786) 0 44 0 28

16 0 14 3 71 0 79 0 30 8 36 0 61 0 44 2 07 (209) 0 42 0 36

0 12 3 50 0 74 0 33 8 82 0 62 0 44 12 32 9 02 034 0 29

5 61 0 16 3 63 0 70 0 29 8 42 0 54 0 38 2 05 (356) 0 37 0 30

3 02 0 13 3 34 0 73 0 36 8 74 0 60 0 42 2 08 (094) 0 48 0 36

27 9 85 0 12 3 50 0 80 0 37 8 30 0 68 0 43 (805) 0 48 0 37

0 15 3 43 0 84 0 36 (099) 0 60 0 46 4 42

2 00 (200) 0 81 0 37 2 00

3 23 (3 23) 0 92 0 41 3 23

9 97 (569) 0 5迪 0 40 5 69 (428) 0 36 0 31

7 64 (834) 0 63 0 49 8 34 9 30 0 37 0 23

7 95 7 95 0 44 0 34 矢柄の遺存度良好

6 48 6 48 0 50 0 34

5 09 5 09 0 39 0 32

(550 5 50 0 42 0 36

(624 6 24 0 38 0 30

5 54 5 54 0 33 0 30

664 6 64 0 39 0 35

841 84 0 49 0 42
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(Cm)

番号
全 長

(遺存表 )

かえり

(関 )

身 都 箆 被 部

(a)+(b)
茎 部

備 考
長 さ(a) 幅 厚  さ 長 さ(b) 幅 厚  さ 長  さ 幅 厚  さ

(1164) 0 67 5 43 2 27 0 30 1 11 0 61 804 (360) 0 55 0 45

(1203) 072 (479) 2 56 0 27 271 0 93 0 64 (750) 4 53 0 62 0 55

(1052) 0 82 (354) (265) 0 32 2 74 1 07 058 (628) (424) 0 49 0 45

(1254) 0 74 5 57 (230) 0 21 3 07 0 85 0 53 864 (390) 0 49 0 48

(11 0 75 5 33 (240) 0 29 2 79 0 93 0 50 8 12 (360) 0 69 0 50

(1394) 0 17 3 78 0 74 0 28 844 0 57 0 46 12 (1 0 46 0 46

0 15 351 0 76 0 34 831 0 61 0 47 11 82 1 60 0 43 0 46

0 17 (3 0 74 0 34 8 63 0 57 043 164) (332) 0 47 0 26

0 13 3 58 0 77 0 38 8 51 0 56 0 45 2 09 (505) 0 53 0 40

(1277) 0 12 3 56 0 73 0 38 (921) 0 61 0 45 2 77

5] 40) 0 11 3 67 0 73 0 35 8 39 0 62 0 47 2 06 (534) 0 31 0 29

19 83 011 3 52 0 70 0 29 8 32 0 59 0 40 7 99 0 49 0 34

20 51 0 13 3 48 0 79 040 8 47 0 56 0 47 11 95 8 56 0 32 0 27

(474) 0 09 0 76 0 32 (1 0 67 045 474)

(326) 0 12 3 57 0 67 0 28 (469) 0 55 051 826)

(1845) 0 19 3 31 0_78 0 39 8 86 0 59 0 45 1 67 (678) 0 44 0 22

(872) 0 16 3 70 0 76 0 35 (5 0 60 0 50 872)

(1625) 0 18 2 66 0 93 0 32 9 73 0 69 0 45 2 39 (386) 0 23 0 25

(1724) 0 24 2 60 0 95 0 32 10 03 0 57 0 38 2 63 0 35 0 33

(1967) 2 69 0 85 0 29 9 84 0 53 041 2 53 0 20 0 16

(1666) 0 14 2 80 0 88 0 27 9 50 0 60 041 2 30 (436) 0 33 0 29

(1664) 0 13 2 88 0 92 0 32 9 62 0 66 041 2 50 (4 0 33 0 34

(1452) 015 0 94 0 29 9 86 0 65 0 53 12 77 (175) 0 44 0 31

20 20 0 12 2 83 0 82 0 33 9 66 0 58 0 42 12 49 7 71 0 21 0 23

(1592) 01彦 2 69 0 91 0 30 9 63 0 67 0 47 12 32 (360) 0 31 0 27

(1681) 0 16 2 78 0 90 0 32 9 89 0 58 0 49 12 67 0 37 0 33

20 61 0 13 2 94 0 81 0 31 9 49 0 55 0 44 12 8 18 0 38 0 33

20 20 0 15 2 77 0 88 0 31 9 84 054 0 38 1261 759 0 36 0 32

20 60 0 16 2 76 0 88 0 35 9 59 0 53 0 37 12 35 8 25 034 0 35

(1762) 0 13 2 74 0 93 0 32 10 31 0 60 0 49 1等 05 (457) 0 26 0 33

(1768) 0 11 2 82 0 91 0 26 9 63 0 63 0 45 12 45 (523) 0 25 0 26

(1340) 0 16 2 75 0 87 0 26 9 83 0 53 0 48 12 58 (082) 0 50 0 35

(1867) 0 11 2 70 0 82 0 25 9 18 0 59 0 35 11 88 (679) 02♪ 0 22

O 16 2 65 0 95 9 43 0 54 0 44 12 08 (731) 0 34 0 31

(1755) 0 13 2 85 0 92 961 0 56 0 43 12 46 (509) 0 44 0 40

(1824) 0 13 2 74 0 86 0 22 9 50 0 49 0 29 12 24 (600) 0 44 0 30

20 41 0 15 3 10 0 90 0 30 9 31 0 59 0 41 12 41 8 00 0 27 0 19 左右の関の差038

(1944) 0 18 2 85 0 86 0 21 9 30 0 50 0 41 12 15 (729) 0 36 0 36

(1433) 0 18 2 92 0 86 0 26 9 38 0 50 0 40 12 30 (203) 0 36 0 30 左右の関の差017

(1621) 0 11 2 48 081 0 26 9 69 0 53 0 33 12 17 (404) 0 31 0 31
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(cm)

番号
全 長

(遺存長 )

かえり

(関 )

鏃   身  部 箆  被  部
(al+(b)

茎 部

備   考

長さ(→ 幅 厚  さ 長さ① 副 厚  さ 長  さ 厚  さ

(1736) 0 14 0 46

(1420) 015 (243) 0 25 10 00 0 53 (1243) (177) 0 35

(1894) 0 12 (266) 0 60 12 30 64 0 30

(1416) 2 66 9 76 74 0 38

(1810) 0 88 0 30 l1 52 12 28

919) (383) (383)

87 (917) (642) 0 56 (642) 0 33

(3.54) 0 53 0 38 (354) 0 37 0 28

9 09 9 09

0 39

(650) 650) 0 32 0 29

5 16 0 34

3 87 387) 0 39 0 32

6 60 (660 0 38

4 24 24 0 37

2 72 2 7

3 89 0 39 0 30

2 70

0 32

1 95 1 95 0 20 0 16

(461) 0 43

3 86

2 92 2 92 0 19 0 12

4 17 0 43 0 42

ものが多い。関の深さは1.1～ 2.4mmで あるが1.1～ 1.6mm程 度のものが大部分を占める。箆被部は細

い四角柱状を呈 してお り,棘よ突起を有する。茎部には矢柄 とそれを固定した樹皮が残存している

ものもある。茎の先端 を欠損 しているものが多いが,い くつかの完形 と見られるものは全長 202～

206mm程 度である。

f.刀子 (第 19図 ,図版14)

石棺中央付近 と南東長側壁際から計 3振出上 している。

1は南東長側壁際から,側壁と直刀に挟まれるように鋒を南西に向けて出上した。柄に鹿角を使用して

いる鹿角装刀子である。遺存状態は良好である。平棟平造 りで鋒はふ くらを有する。断面二等辺三

角形を呈する刀身はかな り研 ぎ減 りしてお り,鋒の近 くと関の付近では刀身幅に大きな差がある。

関は両関であるが棟関の方がやや浅い。茎には木質が残存 しているが,茎尻か ら2.4cmの 範囲には

鹿角が残存している。目釘孔は茎尻から l Cmほ どの位置に一箇所確認されてお り,長 さ 1.8cm程度
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の鉄製の目釘が遺存 している。茎の断面は長方形を呈する。

各部の計測値は以下の通 りである。

全長 14.65Cm,刀 身長 8.38cm,刀 身幅は刀身の中央で

0.85Cm,関 付近で1.76cmを 測 り,棟幅は刀身の中央で0.

38Cmを 測る。茎長は6.31cn,茎幅は関付近で1.01Cmを 測

る。

2は石棺の中央東寄 りの位置で鋒を南西に向けて出土

した。茎の先端を欠損している上に全体に錆化が著しく,

遺存状態は良好 とは言えない。平棟平造 りで鋒はふ くら

を有し,刀 身は研 ぎ減 りしていることが看取された。関

は両関で,棟関は直角であるが刃関は若千斜角になって

いる。茎の断面は棟側が広い台形を呈 している。

各部の計測値は以下の通 りである。

現存長 11.23cm,刀 身長9.72cm,刀 身幅は刀身のほぼ中央で1.25cm,関 付近で1.78cm,棟 幅は刀

身の中央で0.40cmを 測る。茎の現存部長は2.51Cm,茎幅は関付近で1.14Cmを 測る。

3は石桔の中央東寄 り, 2の刀子の東側に沿った位置から鋒をほぼ南西に向けて出土した。平棟

平造 りで鋒はふ くらを有する。刀身の特に棟側には鞘木が遺存しており,把木の一部を呑み込んで

いる。関は棟側のみで,刃側は内曲線を描きながら茎へと接続する。茎部には把木が遺存しており,

茎の断面は刃側がやや狭い台形を呈する。

各部の計測値は以下の通 りである。

全長15,14cm,刀 身長10.81cm,刀 身幅は刀身の中央付近で1.55cm,関 付近で1.87cm,棟幅は刀身

の中央で0,38cmを 測る。茎長は4.33cmで,茎幅は関付近で1.08cmを 測る。

2

3
0                   10cm

第19図 刀子実測図 (113)

g.埴輪 (第20図,図版 17)

各 トレンチ内から出土 したものである。計

85片 の埴輪が出土しているがいずれも細片で

あり,図示できたのは 4点のみである。表土

上においても,古墳周辺で埴輪の小片が認め

られている。なお,破片はすべて円筒ltL輪片

であり,形象埴輪 と考えられるものは認めら

れなかった。

1は 凸帯部の破片である。凸帯は胴部に貼

りつけられてお り,断面三角形のかなり退化

‖

卸鯉難U
=■

粋・ そ・

0            10Cm

…
一第20図  トレンチ内出土埴輪拓影 (1:3)
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した形状である。

2は胴部で,他のものと同様調整はタテハケのみである。

3, 4は いずれも底部の破片で,下面には埴輪製作時のものと思われる木目痕がある。 3は復え

径約11.6cmを 測る。

(谷中 隆 )
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第Ⅲ章 考 察

1.鏡につ いて

背面に獣形を鋳出した鏡は,数多くある古墳時代鏡のなかでもとくに多い。太田古墳出土鏡は,

乳とその局囲の細線によって主文様を構成しているが,蕨手文と呼称されるその文様は獣形を表現

したもののなかでもとくに退化したものと捉えることができよう。ただし,乳文鏡の中にも類似し

た文様を持つものがいくつかみられることが示すように,こ の種の鏡は文様の系譜を重視して,獣

文鏡のグループに加える場合 と,連続的に並ぶ乳を主文様 と考えて乳文鏡のうちに加える場合 とが

あるようである。本報告書では,前者の立場を選択した。

大田古墳出土鏡の文様にやや類似したものには,群馬県自石出土例 〔乳文鏡〕(後藤守一 :1942),

茨城県三昧塚古墳例 〔変形乳文鏡〕 (斎藤 忠ほか :1959)な どがあるが,内区・外区を通じて強

い類似性を示すものはむしろ鈴鏡類に多く見いだすことができる。すなわち福岡県コウモリ塚古墳

例,岐阜県小山古墳例,長野県神送塚古墳例,長野県正清寺古墳例,伝静岡県出土例,埼玉県神川

村新里出土例,茨城県上野古墳例など (後藤守一 :1942)である。いずれの鏡も背文は蕨手文に類

するもので,その周曲に二重あるいは二重の文様帯をめ ぐらして外区としており,ほ とんどが斜縁

を有している。特に静岡県出土とされる鏡は,外区の文様構成がほぼ同様となっている。鈴鏡に文

様が類似する鏡の中には,細部のくせなどから鈴鏡 と共通する型で製作された可能性があるものや,

同じ工房で作られたと考えられるものがいくつか見られる (岩崎卓也 :1984)。 本古墳出土鏡も,

文様などの点から鈴鏡 と相関関係にある公算は強 く,あ るいは鈴鏡 と同じ工房で製作されたもので

ある可能性も考慮しておく必要があろう。

なお,本古墳出上の鏡には縁に近い位置に小孔があけられていることが知られた。小孔は径約

0.lcmで,外側の櫛歯文帯の外縁円圏上に存在するものであり,鋳出後に穿孔されたと思われる。鏡

に穿孔がある例は,弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺跡においていくつか見られるが,

多くの場会それらは破損した破片を修復するための穿孔で,本古墳出土鏡と同列に考えることはで

きない。それらの中で五島美術館所蔵の内行花文偽銘帯鏡 (樋 口隆康 :1979)に は,外区の外側寄

りに 2つの小孔が開けられている。樋口隆康氏は,こ の鏡が懸鏡として使われたとしている。つま

り鏡を懸垂するためにこの孔が開けられたとするのである。その孔の位置からすれば,ほぼ垂直に

近い状態で懸垂することができようが,ただしこの鏡は鉦が破損しているので,その代用としてこ

のような孔が設けられたとも考えられよう。鉦が破損しておらず, しかも孔を有している例として

は愛知県吉根出土と伝える観音寺蔵の内行花文鏡 (田 中 琢 :1977)がある。これは前例 と同様の
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位置に,同 じく2つの小孔が開けられているものであり,やはり懸鏡 として使用されたものと思わ

れる。この小孔について,久永春男氏は,拾得後の穿孔と断じられた (久永春男ほか :1963)。 だが

とくに根拠は示されていない。これらからすれば,本古墳出土鏡は孔が 1つのみであるが,お そら

第21図 大田古墳出土鏡に文様の類似する

鈴鏡と,小孔を有する鏡

1.神送塚古墳 (面径10 0Cm) 2 正清寺古墳 (面径9.67Cm)

3 五島美術館蔵 (面径7 8Cm,樋 口隆康 :1979よ り)

4.観音寺蔵 (面径14.lCm,久 永春男ほか :1963よ り)
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くは小孔に組を通し,吊 るしたものであったのであろう。

それでは,本古墳出土鏡が小孔をもって吊るされたことがあったとして, どのような用途に使用

されたものであったのか。今それを明らかにはしえないが,懸仏がひとつの示唆を与える (景山春

樹 :1974)。  懸仏は通常鋼製円板の中央に仏像あるいは神像などを線刻したり取付けたりして,

これを仏堂や神社の本殿に懸け礼拝の対象としたものであり,円板の縁に 1・ 2個の小孔を有して

いる。懸仏は平安時代末期から鎌倉時代にかけて盛行したとされているが,その起源は神社の御神

体 として昴Eら れていた鏡に本地仏などを朱墨描, 彫刻して礼拝した掛鏡にはじまるといわれている。

ただ,本古墳の年代が古墳時代後期にあることを考えれば,こ れらと系譜的につながるとは断じが

たいだろう。また御神体たるべき神聖な品が,なぜ一小古墳に納められるに至ったのかを合理的に

証明せねばならないなど,懸鏡 との関連を考えるうえでの問題は少なくない。そこで, これを解明

することは困難ではあるが,い まひとつの可能性も念頭に入れておきたい。

さきに挙げた吉根出上の内行花文鏡と本古墳出土鏡は,いずれも吊るして使用されたと推測し

たが, ここで注 目したいのは,こ の二つの鏡が鈴鏡の多 く分布する地域の古墳から出土している

ことである。鈴鏡は,巫女の埴輪における着装例から垂下して使用された可能性が高いとされてお

り,本古墳出土鏡とあわせ,吉根出土鏡も鈴鏡 と似た使われ方をしたという推測も成 り立つのでは

ないかと考える。もちろんこのことのみから,本古墳出土鏡と鈴鏡をその意味において同一視する

ということはできないが,Vヽ ちおう本古墳出土鏡が宗教的,あ るいは呪術的な意味で懸垂されるこ

とがあったと推察しておきたい。今後類例の増加をまって,再度考察すべき問題である。

2.追葬 につ いて

前述したように本古墳においては,墓渡内の上層観察から追葬のためと思われる掘 り込みが認め

られた。掘 り込みの規模は南西側の2枚の蓋石 と北東端との接合部にある小石 1枚におよぶもので,

これにより少なくとも一回の追葬があることが確認された。

石棺内における人骨の出土状況を見てみると,そ のほとんどは石棺東寄 りに集中している。人骨

は発見当初の壁体欠損による攪乱を受けたためか,原位置を動いているものがほとんどで粉化して

いるものも多く,遺存状態は総じてあまり良 くはない。石棺内から確認された人骨は少なくとも5

体分で, 1～ 4号人骨は北東短側壁寄 りにそれぞれ頭骨のみが発見されている。また, 5号人骨は

石棺のほぼ中央南東長側壁際に,集積した状態で検出されたものである。その出土状態から, 5号

人骨は追葬時の片付け行為がなされたものと推察されるが,他の4体の人骨に関しては頭骨を除い

てほとんど遺存していないこともあり,追葬がどのように行なわれたかについての充分な手牲卜か り

は得ることができない。

―
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そこで, 1～ 4号人骨の出土状態を詳細に観察すると, 2号人骨が石棺のほぼ中央にあり,頭骨

を上にして 1号人骨が右, 3・ 4号人骨が左に存在していることがわかる。また,中央にある2号

人骨は別として, 1。 3・ 4号人骨はあまりにも長側壁に近い位置にあることが知られよう。石棺

の規模を考えてみると, 1人 を埋葬するのが限界と思われるほどの広さであり, 4人が同時に埋葬

されたとは到底考えがたい。さらに 3・ 4号人骨はその頭骨が重複しているなど,埋葬状態に不自

然な点もある。このようにみてくると, 2号人骨はほぼ埋葬当時の状態を保っていると思われるも

のの,その他 3体の人骨は追葬時に長側壁際へ移動させられたと考えることができる。

だが, 1・ 3,4号人骨が追葬時に改変されたものとして,それらは出土状態から5号人骨のよ

うに集積した状況を看取することはできない。追葬時の改変がなされた人骨にこのような差異が見

られるのはどのような理由によるものなのか。ここで副葬品に目を向けてみると,そ れら比較的豊

富な副葬品は,各人骨に共伴するとみられる遺物があることや,鉄鏃が 3群に分かれて出土してい

ることなどから,数次にわたる副葬の結果と考えるのは可能である。また次節に述べるように,各

遺物間,あ るいは鉄鏃の各群間には,ほ とんど時期差は認められないてこれらのことから,追葬は

ごく限られた時間の中でそれほど時をおかずに行われたと思われるのである。その場合,追葬が行

われる際に,前回埋葬された遺体が完全に骨化していなかったことも充分考えられ,一箇所に集積

できず,長側壁際に寄せることもあったのではなかろうか。 3体の人骨が両長側壁沿いに位置する

のは,こ のような事情によるものと思われる。つまり,本古墳の主体部である石棺内から発見され

た 5体の人肯のうち, 4体は追葬時に改変されていることが看取されるのである。

次にそれらの埋葬順序について考えてみると,確かなのは人為的な移動を受けていないと思われる

2号人骨が最後であるとみられるだけだが,他の人骨に関してもある程度は推定できよう。 3・ 4号

人骨は,その頭骨が重複しており,前後関係は明らかではないが,頸部付近からは玉類が攪乱されて

いない状態で集中して出上している。玉類は勾玉15,管玉 6に加え,ガラス製の九玉および小玉など

で構成され,復元した総長から二重の頸飾 りであった可能性がある。関東地方の形象埴輪に見られ

る玉類の着装状態からすると,こ のような頸飾 りは女性に限られるようであり (橋本博文ほか :19

81),そ れからすれば 4号人骨は女性で, しかも玉類の出土状態から3号人骨より後に埋葬された

と考えることができよう。また,初葬人骨を知る手だてはないが,形質人類学的所見からは, 1・

2号人骨が男性, 3号人骨が男児, 4・ 5号人骨が女性であるとされている。人骨の出土状態から

すれば,鏃束の上に集積 した状況で発見された 5号人骨を初葬とすることが妥当であろうが, もし

初葬だとすればこの人骨に鉄鏃が伴う公算も生じることになる。女性に鉄鏃が伴うかどうかについ

ては不明な点が多いが,こ こでは 1号あるいは 3号人骨を初葬と考えておきたい。つまり, 1号 も

しくは 3号被葬者の死をもって本古墳が築造されたと推察されるわけである。このように,各人骨

の部分的な前後関係については指摘することが可能である。だが,現時点では 5体それぞれの埋葬

順序を明らかにし得る積極的な資料はなく,今後後期古墳における追葬の状況,あ るいは鉄鏃 と人

骨との共伴関係などの検討を深めるなかで解明する必要があると考える。
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ところで,常総地域においては,本古墳のように主体部である石棺を地表下に構築する例が多く

見られる。このような古墳は多くの場合複数の人骨が埋葬され,それらは石桔内の人骨,あ るいは

副葬品の出土状態から,追葬によるものと説明されてきた。しかしそれらの古墳においては,追葬

が行われたことを示す掘 り込みなどが検出されたものは,管見に触れるかぎり例を見ず,石棺内の

状況の観察結果から,それとしているものがほとんどである。その意味では,水道敷設工事に伴う

緊急調査にもかかわらず,それが不十分ながらも検出できたことは,今回の調査における一つの成

果と言えるであろう。

しかし,主体部を地下に有する古墳の中には,明 らかに改葬されたと考えられる例がある。また

本古墳の場合は,それぞれの人骨が随時追葬されたものと考えたが,少なくとも5体の埋葬に対し,

追葬のための掘 り込みが同数確認できたわけではない。つまり多数の人骨が埋葬されていることに

対し,追葬という理由のみで説明できるようになったとはいえず,依然として当時の墓制における

改葬,あ るいは同時多葬の問題がのこってしまったといえよう。

3.太 田古墳 の年代 につ いて

古墳の年代を探る鴎 須恵器あるいは土師器などの土器類が有力な手がか りとなる場合が分いが,

すでに明らかなように,それらの上器は太田古墳からは出土していない。しかし,主体部からは比較

的多くの鉄鏃が出上している。鉄鏃の編年研究は,現在までのところ茨城県内で出上した鉄鏃を対

象としたものはないが,隣接する埼玉県や栃木県においてなされた研究 (田 中工夫ほか :1983,小

森哲也 :1984)があり, また全国的視野に立ったものとしては,関義則氏の論考 (関義則 :1986)

がある。それぞれの編年には若千の相違が認められるものの,大筋ではほぼ一致しており,それら

をもとにした鉄鏃の検討から,本古墳の築造年代をある程度推定することが可能であろう。

鉄鏃は多数出上している力蔦 短頸と長頸のものに大別できる。長頸鏃にはさらに両刃式と片刃式が

あり,両刃式は関の有無からさらに細分できる。鏃身部の形状が明らかなものは75点 あるが,その

うち短頸の鉄鏃は 5点のみで数の上では少な く,長 頸鏃が主体 となっている。短頸の鏃は鏃身の

長さ55mm前 後で鏃身部は両丸造であり,直角に近い逆刺を持っているものである。鏃身部の形状

はさほど角張ってはおらず, 6世紀後半頃の年代が考えられる。長頸鏃のうち,関 を持たない両

刃式の鉄鏃は 2点あ り,一般に撃箭式とされるものである。鏃身部の幅は約10mmで片丸造となっ

ており,棘箆被を持つ。鏃身部の最大幅は鋒に近い位置にあり,緩やかに箆被部へとつながるも

ので,刃は先端から両側面にまで付けられている。撃箭式のなかではやや古い様相を示すもので,

6世紀末から7世紀にかかる時期に比定されよう。片刃式の鉄鏃は40点で,直角の関を有している

がそれほど深くはなく,1.4mm程度のものが多い。鏃身長は35mm前後で片切刃造のものと平刃造のも

のがあり,棘箆被を持つ。鏃身部は,最大幅を関部付近に有し,その形状が直線的ではないなどの
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点で関が退化して撫角あるいは無関となるものに先行すると考えられ,ま た片切刃造は須恵器編年

でのT K43型 式期から出現するものとされていることから, 6世紀後半代を中心とした時期が考え

られる。関を有する両刃式の鉄鏃は,いわゆる剣身形の長頸鏃で,28点ある。鏃身部は片切刃造の

ものが主体で,直角の関は両側とも1.4mm前後の深さであり,棘箆被を持っている。片切刃造は,片

刃式と同様T K43型 式期からとされており, 6世紀後半に比定されよう。

以上本古墳出土鉄鏃の検討からそれらの示す年代を追ってみたが,総合してみると,いわゆる基

箭式の鏃にやや新しい様相がみられるものの,全体 としては 6世紀後半代の中で捉えることができ

るものである。

前述のように,本古墳では追葬が行われたと考えられる。したがって 3群に分かれて出上した鉄

鏃は,複数回にわたって副葬された可能性もあるが,各形式間あるいは各群の間にいちじるしい時

期差は認められず,その年代が本古墳の築造・追葬年代の幅をおよそ示すものとしてよかろう。

ところで,鉄鏃のほかに本古墳の年代を知 りうる遺物としては,八窓鍔を有する直刀がある。直

刀は平棟平造 りで,関は片関で斜角となっている。関の付近には刃関孔があり, 2つの目釘孔を有

している。茎尻は一部欠損しているため,その形状は明らかではないが,隅袂尻であろうと思われ

る。直刀の編年研究としては,特に茎の形状に注目して分類,編年をした臼杵勲氏の論考 (臼杵勲

:1984)があるが,氏の分類によると本古墳出上の直刀は斜角片関隅狭尻細茎となり, 6世紀代と

いう年代が与えられる。

また,周辺から出土した埴輪片から,本古墳には埴輪が伴う可能性がある。それらは無黒斑で,

外面が一次調整のタテハケのみであり,いわゆる川西編年のV期に相当する (川 西宏幸 :1978)。

小片のため,全体の形状や底部調整の有無は不明であるが,断面三角形をなす偏平な突帯をもつな

ど,V期のなかでも後出的な要素がみられる。
,

このように,直刀や埴輪から得られた年代も,鉄鏃によって導き出された年代 と皿播をきたすも

のではないことが知られよう。ここで注意したいのは,全体的にこれらの遺物にはさほど新しい要

素がみられず,比較的古い時期を示すもので統一されていることである。片関の直刀は古墳時代前

期からみられるものであるが, 6世紀の後半頃から棟関を持つ両関の直刀が出現してくるとされて

いる。 7世紀以降盛行する両関の直刀は片関のものから派生したと推定されており,ま た,埴輪は

7世紀初頭,須恵器編年で言うT K209型式期には消滅するとされ,群馬・栃木県下では先行するT

K43型 式期にこれを欠くものが日立つともいう('II西宏幸 :1978)。 さらに漢式鏡を副葬した例は,

7世紀以降の古墳にはほとんど見ることはできないことなどからしても,本古墳の年代を7世紀代

にまで下らせることはできまい。
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後

太田古墳の調査結果については,すでに詳細に報告されており, また 2, 3の留意点も論じ尽 く

されているので,こ こで屋上屋を重ねる必要は全 く認められない。そこで本稿では,太田古墳の歴

史的な位置について思うところを述べ責をはたしたい。

大田古墳は,い わゆる変則的古墳である。命名者の市毛勲氏は「変則的古墳」の特性を以下のよ

うに要約している。

1.内部施設が墳丘裾部に位置すること

2.内部施設は通常偏平な板石 を用いた箱式石棺であること

3.合葬 (追葬)を普通とすること

4.群集墳を形成していること

5。 東関東中央部に分布すること

すなわち,こ れらを一見しただけで,すべての点において上記は太田古墳を説明したものといっ

てもおかしくはない。太田古墳は,「変則的古墳」の典型といえるのである。

ところで市毛氏は,こ のような「変則的古墳」出現の経緯を,

被葬者の増大→追葬の出現→墳丘の権威象徴の失格→墳丘の墓碑化

という変遷としてとらえている。つまり古墳であるかぎり,墳丘中央のそれも地表面よりも高位置

に設けられるべき埋葬施設が,墳丘裾に移行したのは,追葬の便をはか り,ま た横穴式石室を築造

するような労力を省いた結果だというのである。

市毛氏の「変則的」という,いかにも変則的な名称は,氏 も断っているように暫定的な呼び名だ

ったので,近ごろでは若手研究者の間では「常総型古墳」の語が代春しているようである。これら

の古墳は,古利根川 (江戸川)そ して鬼怒川以東,涸沼川以南,養老川以北という,文字どおり常

総二地域にまたがって分布するという,市毛氏の分布観が容認されて,こ の新名称となったのであ

ろう。市毛氏が拳げた諸属性についても, とくに批判点は指摘されてはいないから,単なる名称変

更の球にとどまるものと考えられる。

だが私は,別稿で論じたことだが,こ の種の古墳の分布域は, もっと拡大して考えるべきだと思

つている9関東地方の東部,栃木,茨城両県と千葉県の北半部では,古墳時代後期の群集墳を構成

する古墳の埋葬施設が,墳丘中央を離れるとともに,地下深 くに設けられるという共通′ミをもって

いる。ただ同じ地下でも,栃木県では広い意味での横穴式石室の形態をとるのに,霞 ヶ浦周辺地区

では,絹雲母片岩を主材とする箱式石棺が顕著であるという差異はある。さきの「変則的古墳」あ

るいは「常総型古墳」は,私見からすれば特異な位置の地下に埋葬を行 う古墳分布域の,一地方色

論
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にすぎないのである。

ところで,墳丘中央の高位置に埋葬する在来の古墳とは,首長あるいはそれに準じる「高貴」な

人物の墓であった。そして同じころ,庶民が葬られたのは地下であった。当時のヤマ ト王権は,在

地の一握 りにすぎない首長層を介して,間接的に民衆支配を行ってきた。古墳は,王権への参加の

象徴だったのである。

ところが 5世紀代を通じて力を貯え,王権の基礎を固めた畿内の勢力は,民衆をより直接的に把

握しようと志向しはじめた。そしてまた,中央の有力首長層も各地の民衆を自己の影響下に組みこ

もうと図るようになった。こうして形づ くられた新たな地方行政組織の末端に登場した数多くの農

民が,古墳づ くりに加わることになった。群集墳形成のはじまりである。

だが東関東地方では,他地域 と異なり,在来首長層がなお一定の力を保ち続けていた。そして王

権中枢もまた,こ の地に根強い共同体的諸関係への配慮を怠らなかった。おそらく,首長の眠るべ

き位置が古墳の中央部,地表面上であったのに対し,新たに古墳づ くりに加わった層には,民衆本

来の墓のあり方,つ まり墳丘外そして地下という条件が課されたのではなかろうか。

このような古墳は, 5世紀のうちに単次葬の形で早 くも築かれていたが,やがて血縁意識の高揚

と深 くかかわりながら,夕葬へのみちを歩み始めた。多葬化の傾向は,全列島的規模で指摘される

もので,決 してこの地方の特異な古墳だけのことではない。

太田古墳が、このような流れの中に位置づけられることになると,こ こから出上した銅鏡が重要

な意味をもってくる。かつて鏡は,ヤマト王権のもと首長達に連帯の証しとして下賜されるという,

政治的性格を保持していた。だが,首長の死とともに埋納された前期のそれには,副葬したという

よりも,こ れに内包されると信 じられていた呪的な力こそが期待されたと思えるのである。

ところで大田古墳の鏡には,縁辺ちか くに小孔が穿たれていた。鏡あ中央にある鉦孔に組を通し

て下げたなら,鏡面が下向きつまり地面と平行になるだろう。もし鏡面が垂直になるように吊り下

げようと思えば,こ の鉦孔は利用できない。おそらく太田古墳鏡の小孔は,垂直に垂下するために

穿たれたものであろう。そして垂直に吊り下げた鏡 というと,ただちに連想するのは,青木に鏡・

剣・玉を垂下するという記紀の記述である。アマテラスの天岩戸ごもりの場で,アマテラスを迎え

ようと神々が集まった折,こ れが樹立された。また仲哀紀では,天皇の軍あるいは使者を迎えいれ

る折に,こ れを立てた等々の記述である。これらは史実といえないだろうが,高貴な人を迎える際

の儀礼の形態を示しているとは推測できる。この参合,青木に垂下した鏡面が下を向いていたとは

考えにくい。

青木に鏡・剣・玉を吊るして高貴な人物を迎えるという儀礼は,カ ミの来臨を願う折の依代に由

来すると想定できそうである。 5世紀のころ,祭昴E遺跡から多量の滑石製鏡・剣 。玉が出土するよ

うになるからである。これらは,すべて孔があるから垂下したものと考えられている。

このように思いめ ぐらしてくると,太田古墳鏡もまた,そのような用途に供された可能性を否定

できなくなる。神まつ りに長 じた人物の死と共に,祭器としての鏡も使命を終えたのか,あ るいは
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生前にすでに司祭者的な機能を放棄していたとみるべきかは速断できない。ただ,い わばムラの首

長ほどの,民衆の中に埋もれた人物がカミまつ りを執行していたといえるなら,その事実は無視し

がたい。

かつて司祭者として,民衆をリー ドした大首長は遠い存在となり,民衆の日常的なカミヘの願望

を叶えようとする存在ではなくなるような情況下で,民衆との共同体的関係をしっかりと維持しつ

づけている中 。小首長が,ム ラの日常的なマツリを執行するような形態がとられてきたのだろう。

かつてマツリを媒介に首長のもとに結集していた民衆は,小首長を中心に共同体的結集をしていた

のであろう。ヤマ ト王権がそのような実態に着目しつつ,中 。小首長の把握を試みたことは,十分

に想定できる。 5世紀後半期以降,関東の各地に小規模古墳が日立ちはじめたのは,そ のような社

会状況に立脚していたのではなかろうか。そうして 6世紀後半期のころ,大田古墳の被葬者の誰か

が,その衝にあたっていたと考えたいのである。

群集墳は夕くが消滅してしまったが,八千代町域にはまだまだ残存している。そして律令体制成

立に向けてひた走る6, 7世紀の政治過程把握には,大古墳ならぬこれらの小古墳の解析が不可欠

なのである。小古墳だから破壊もやむなし, というのではなく,代え難い郷土の文化財 としてこれ

らが保全されることを期待しつつ,筆をtlgき たい。

(岩崎 卓也 )
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付篇 1 大田古墳出土人骨について

聖マ リアンナ医科大学 森 本 岩太郎

I. はじめ [こ

茨城県結城郡八千代町大宇太田所在の大田古墳出土人骨につき,筑波大学岩崎卓也氏および八千代

町教育委員会から鑑定の委嘱があったので,こ こにその結果を報告する。発掘調査では,太田古墳

は取 り崩されて現在畑 となっているため,そ の正確な形状は不明であるという。この古墳に属する

箱式石棺は,現在の地表から30cm足 らず下方の地中で発見され,その内部に人骨片があったという。

箱式石棺の年代は 6世紀後半に属すると思われ,石棺内には銅鏡 1,青銅製耳環 2対,勾玉15,管

玉 6,土製丸玉 2,ガラス製丸玉20,ガラス製小玉201,直刀 2,鋲鏃多数,刀子 3が副葬されてい

たとのことである。

H。 人骨所見

人骨の保存状態は極めて不良全 腐食が甚だしく,残量もごく少ない。残った人骨片は,触れれば

壊れる程度の強度をようや く保持 しているものが大部分を占める。 したがって,取 り上げた骨片は

その後の乾燥のためひび割れたり,捩 じれた りして,歪みが著しい。

残存するのは,若千の成人骨片 と多数の遊離歯片 とである。骨片の主要なものは,頭蓋片につい

ては右側頭骨の外耳道から乳様突起にかけての細片が 1個 と,前歯 と第 1小臼歯の付いた下顎体の

正中部付近の破片とが存在するだけである。後者の歯については下記の歯の所見 (a)で述べる。

また頭蓋以外のものとしては右肩甲棘片 1個 ,短い上腕骨片数個,右大坐骨切痕片 1個 ,比較的長

い左右不明の大腿骨体片 1個 と短い大腿骨体片数個,左右の匹骨体片各 1個,小 さい用F骨体片 1個 ,

上腕骨頭 (ま たは大腿骨頭 )片 2個および同定不可能の骨片数イ固が認められるに過 ぎない。当然な

がら,人骨片か らは埋葬個体数や性別などを推定することが著 しく困難である。

幸いに,人骨片のほかに遊離歯の破片が100イ固余 りある。そのうち識別不能な数個の歯片を除き,

これらの歯についてその形態 。大きさ 。色調・磨耗の程度・石棺内における分布などを参考に個体

識別を試みると,次の 5個体分になる (写真 1～ 2)。

(a)熟年期～壮年期後半男性

8765× × 21 123× 56× 8

X× ×04321 1234●○××
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写真 1.各人骨の歯 (a)熟年期～壮年期後半男性,

(b)壮年期女性, (c)壮 年期後半男性,

(d)壮年期前半女性, (e)男性小児の歯

ただし,ア ラビア数字は残存する永久歯を,○ 印は歯槽開放を,0印 は歯槽閉鎖を, また×印は

欠損のため状況不明のことを,そ れぞれ示す (以下 も同様 )。 下顎右の中・側切歯は歯根だけが残

っている。歯の咬合様式は鋏状型で,咬耗度は前歯がBrOca 2度 ,後歯が同 1度である。上顎左智

歯の咬合面に軽度の鯖蝕が認められる。上顎の両側中切歯 と左側切歯の唇側面には深紅の赤色物が

付着 してお り,死後顔面に赤色顔料 (ベ ンガラ ?)を施 したものと思われる。

(b)壮年期女性

× × × × ×
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歯の咬合様式は鋏状型で,

(c)壮年期後半男性

咬耗度は前歯がBrOca 2度 ,後歯が同 1度である。

× 7× X× × 21 1234567×

87654× 2X × 2345678

歯の咬会様式は鋏状型で咬耗度は前歯がBrOca 2度,後歯が同 1度である。上顎左側切歯の唇面

に深紅の赤色物の付着があり,死後顔面に赤色顔料を施 したものと思われる。

(d)壮年期前半女性

歯の咬合様式は鋏状型で,

(e)男児 (7～ 11歳 )

咬耗度は前歯がBrOca 2度,後歯が同 1度である。

歯の咬耗度は切歯・第 1大臼歯が BrOca l度 ,他は同 0度である。歯冠は比較的大 きく,ほぼ完

成している。

上記の歯の所見か ら,こ の石棺内には少な くとも男性 2体・女性 2体・男児 1体,計 5体が埋葬

されたと考えられる。このうち男性 2体の上顎切歯唇側面には赤色物の付着が認められるので,こ

れらの男性は死後顔面に赤色顔料 (ベ ンガラと思われる)を施され,僅かにほころびた上下の唇の

問から赤色顔料がこばれ落ちて上顎切歯に付いたか,あ るいは軟部組織の腐食後に顔面口唇部の皮

膚の上にあった赤色顔料が歯に落ちて移ったかして,こ のような赤色物の上顎切歯への付着を見る

に至ったと推測できる。
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写真 2。 (a)。 (c)両 男性の上顎前歯唇側面 (a)で
は211に , また(c)では健に,施朱の痕跡
と思われる赤色物の付着 (矢印の歯の線で園

んだ部分)が見られる。

Ⅲ。まとめ

八千代町大田古墳箱式石棺内出上の6世紀後半に属する人骨片は少なくとも5個体分 (男性 2・

女性 2・ 男児1)であると推定される。そのうち男性 2体は死後顔面に赤色顔料を施されたものと

思われる。
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古墳周辺航空写真 (1:太 田古墳, 2:太田城跡, 3:和歌(島 )裁跡 )
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1.遺跡の遠景

2 遺跡の近景
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1 石棺の全景

2 石棺内への上砂流入状況
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遺物 出土状況



1 石棺北束部の遺物 2 石棺北束部の遺物 (拡大 )

8 玉類の出土状況 18人骨 (下 顎骨 )
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1 5号 人骨の集積状況 2 5号 人骨下の鉄鋭 (b群 )

3 南東長側壁際の遺物 4 欽 IF出 上状況 (c群 )



1 南東長側壁の接合部 (粘土除去前 ) 2.南東長側壁の接合部 (粘土除去後 )

3 石構北隅の接合部 (粘土除去前 ) 4 石棺北隅の接合部 (粘土除去後 )
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1 土ナ廣内埋上の断面

2.棺身の状況 (北東から)
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1 棺身の状況 (南から)

2 棺身の状況 (南東から)
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直刀と鋒 (2・ 3は X線写真 )
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2 直刀及び刀子 (X線写真 )



1 鉄鏃 (1・ 2a群 , 3～ 10b群 )
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2 鉄鏃 (X線写真 )
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1 鉄鏃 (c群 )

2 鉄鏃 (X線写真 )
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1 円筒埴輪片



八千代町埋蔵文化財調査報告書 4

太 田 古 墳

平成元年3月 31日  発行

編 集 者

発 行 者

F「 刷 着

太 田 古 墳 調 査 団

代 表 岩 崎 卓 也

八 千 代 町 教 育 委 員 会
〒300弓 5茨城県結城郡八千代町

菅谷1,170

八 千 代 印 刷 有 限 会 社
〒3∞-35茨城県結城郡八千代町

茅争う(′中言1746-3


